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N-l~20 -E 陶磁器片
N_0. -E 陶磁器片

中世ワ

中iit?

遺構名 穏 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 備考
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SD3(商潜) 1. 3m O.3m N市 40-E 須恵器片

SD4 2.0~2.8m 1. 3~ 1.5m N-40 -E 須恵器(8役紀後半)
SDl6 2.1.....2.3m O.6m N-SO' -W 土師器(8~10世紀)

SDl7 l.lm O.2m N-SO' -W 
SDl8 O.8m O.5m N_lQO -E 
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むきばん だ あ お や か み じ ち

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとす

る古代の重要な遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮

らしの様子を具体的に語ることができるようになりつつありま

す。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に

生きる私たちの重要な責務です。
さいはくぐんほうきちょう

さて、西伯郡伯番町において一般県道米子岸本線(坂長バイパ

ス)の改良工事が着々と進められているところでありますが、当

財団は、鳥取県からの委託を受け、この事業に先立ち埋蔵文化財

の発掘調査を実施しミたしました。
ちょうじゃやしき さかちょうしもやしき

そのうち、伯番町坂長にある長者屋敷遺跡、や坂長下屋敷遺跡で
あいみぐんが

古代会見郡街に深く関わる建物跡などを確認し、この地域の歴史

を解明するための重要な資料を確認することができました。

発掘調査終了直前には現地説明会を開催し、多くの方々に御見

学をいただいたところですが、このたび、調査結果を報告書とし

てまとめることができました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助とな

り、埋蔵文化財に対する理解がより深まることを期待しておりま

す。

本書をまとめるにあたり、鳥取県西部総合事務所県土整備局、

地元関係者の方々には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。

心から感謝し、原く御礼申し上げます。

平成18年8月

財団法人 鳥取県教育文化財団

理事長有田博充



1.本報告書は、 f一般票道米子岸本線(坂長バイパス)地方道諮交付金工事に係る埋議

文化財発掘調査」として実施した長者屋敷遺跡と坂長下屋敷遺跡の遺跡調査報告書であ

る。

2.本報告書に収載した遺跡の所在地は、以下のとおりである。

長者屋敷遺跡:鳥取県西伯郡伯番町坂長字長者屋敷2550ほか

坂長下屋敷遺跡:鳥取県西佑郡伯番町坂長字下屋敷2362ほか

3.本発掘調査では、長者屋敷遺跡2300ぱ、坂長下屋敷遺跡400m
2
を調査した。

4.本報告書における方位、座標値は、公共産標第V系の座標鑑である O また、

海抜標高を表す。

5.本報告書に掲載した地図は、岸本町(現伯番町)発行の 1/2，500、

および鴎土地理院発行の 1/50，000地形図を使用した。

6.本発掘調査にあたり、独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 山中敏史氏に現

地指導を頂いた。また出土遺物を整理・評{面するにあたり、鉄関連遺物の分類をたたら

研究会委員 穴津義功氏にお願いした。転用硯の顔料分析については独立行設法人文化

財研究所奈良文化財研究所 高妻洋成氏にお願いし、玉稿を賜った。記して深謝しミたし

ます。

7.本発掘調査における遺跡の航空写真、現地における基準点測量、および方眼測量を測

量業者に、珪藻分析、および寄生虫卵分析を専門業者に委託した。

8.掲載した遺講悶面は文化財主事が作成し、文化財主事または整理作業員が浄書を行っ

た。

9.遺物の実測、浄書は文化財主事および整理作業員が行い、各段踏で文化財主事が検討

を行った。

10.遺構および、遺物の写真撮影は文化財主事が行った。

11.発掘調査によって作成された図面、写真などの記録類、および出土遺物などは鳥取県

埋蔵文化財センターに保管されている。

12.本報告書の作成は文化財主事が協議して行い、森本、加藤、坂本が執筆した。文責は

自次、および各項目の文末に記載した。

13.現地調査、および報告書の作成にあたっては上記の方々のほか、多くの方々からご指

導、ご助言、およびご支援いただいた。明記して感謝しミたします。(敬称略、 )1撰不問)

レベルは

1/5，000地形図、

お
v

浅川滋男(鳥取環境大学) 新井宏尉(高部町教育委員会) 岩田文章・下高瑞哉(米

子市教育委員会) 角田寛幸(イ白書町教育委員会) 佐伯純也・高橋浩構(財団法人米

子市教育文化事業団) 重根弘和(岡山県古代吉備文化財センター) 杉本良巴(前山

陰歴史館館長) 富長源十郎(鳥坂巣文化慰保護指導員) 酉培克己(島根県教育庁)

東森市良(島根考古学会) 慶江耕史(島根県埋蔵文化財調査センター)

湯川善一(株式会社二友組遺跡調査部)



凡 例

1.遺跡の略称は長者屋敷遺跡はチョウジャ、坂長下屋敷遺跡は下ヤシキとした。

2.遺物の注記にはすべて遺跡略称、および遺構番号を記載している。参照の際には目次

末尾に記載した新旧遺構対照表をご覧頂きたい。

3.遺構の略称、は、下記の通りとした。

SB:描立柱建物 SD:溝 SK:土坑

4. 長者屋敷遺跡で検出した溝 (SD) については、過去の同遺跡調査検出分からの通し

番号とした。

5.本報告書における遺物の掲載番号および縮尺は次のように記す。

番号のみ:土器、土製品 1/4 S:石器 1/3 F :鉄製品、鉄浮 1/2 

6.本文中、挿図および写真図版の遺物番号は一致する。

7.遺物実測図のうち須恵器は断面を黒塗り、それ以外は白抜きで表した。また奈良~中

世の土器底面にある糸切り痕のうち@は回転糸切り、 eは静止糸切りであることを示

す。

8.遺物実ilU留に用いたスクリーントーンはそれぞれ以下のものを表す。

赤色塗彩 緩議黒色処理

9.官衝に関連する用語、および遺構の評価については下記の文献を参照した。

山中敏史ほか 2003r古代の官街遺跡 I遺構編i独立行設法人文化財研究所 奈良文

化慰研究所

中敏史ほか 2004r古代の官街遺跡 E遺物・遺跡桶J独立行政法人文化財研究所

奈良文化財研究所

10.遺構、遺物の時期決定には下記の文献を参燕した。

角田徳、幸 2003r第5章まとめ 第 3節奈良・平安時代の施設群Jr史跡出雲国境-1 

島根県教育委員会

丹羽野裕 2005r出雲における 9~10世紀の須恵器の捺相ー窯跡とその出土資料を中心

に-J r第4田山陰中世土器検討会資料集 平安時代前期の土器様相叩中国地方を中心に-j

山陰中世土器検討会

中森 祥 2005r1i白書における 9・10世紀の様相-西伯香を中心にづ『第 4屈山桧中世

土器検討会資料集 平安時代前期の土器様相問中田地方を中心に寸山i塗中世土器検討会

玉木秀幸 2006r伯警の土器謙棺Jr第5田山陰中世土器検討会資料集 山陰における中

世前期の諸様相四伯香・出雲を中心として-j山陰中世土器検討会

松井 潔 1997r東の土器、高の土器Jr古代吉備J第四集古代吉備研究会
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図版

新!日遺構対言葉表

長者屋敷遼跡 坂長下屋敷遺跡

!日遺構名 新遺構名 IB遺構名 新遺構名 IBi盤機名 新透構名

主主1蒜 SDl SD8 SD13 SB4 SBl 

北滋 SD2 SDIO SD14 SBl SB2 

E耳1誇 SD3 SD2 SDl5 SB3 SB3 

SDl SD4 SX2・SD13 持ま状遼檎 SB2 ヒ。ット5i1J

SDl1 SD5 SK6 SKl SD2 SDl 

SD9 SD6 SK4 SK2 SDl SD2 

SD4 SD7 SK3 SK3 SD3 

SD5 SD8 SK5 SK4 SKl SKl 

SD6 SD9 SK7 SK5 P40 SK2 

SD7 SDlO SK2 SK6 

SD3 SDl1 SKl SK7 

SDl2 SDl2 SXl 道路状遺構

※昭和54~56年度発掘調査で検出された東港・北滋・商滋 (1日遺構名)についても将来的な筏聖子に立ち、遺構名を通し番号とした。
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第 l節調査に至る経緯

第 1章調査の経緯と経過

第 l節調査に至る経緯

長者屋敷遺跡、および坂長下屋敷遺跡は、一般県道米子岸本線(坂長バイパス)地方道路交付金工

事に伴って調査を実施した遺跡であり、鳥取県西伯郡伯番町坂長地内の道路ルート上に存在する O

調査地は日野川左岸の通称「長者原台地」上にある坂中集落の北西側に広がる水田等の耕作地帯に

位置しており、長者屋敷遺跡と坂長下屋敷遺跡は、谷地形を挟んで、約400m離れている。

長者屋敷遺跡は昭和54~56年度に県営騒場整備事業に伴って発掘調査が行われている。調査によ

って古代~中世にかけての遺構が確認されたが、とくに大型の掘立柱建物群(北柱群・南柱群)の

存在から、古代会見郡衝の推定地と考えられており、注呂されていた。

一方、坂長下屋敷遺跡は周知の遺跡で、はなかったが、分布調査の結果、遺跡の存在が想定される

にいたった。

道路建設工事に先立ち、鳥取県西部総合事務所長から道路ルート上における埋蔵文化財の有無の

照会を受けた伯番町教育委員会が、国および県の補助金を受けて平成14・15年度に試掘調査を実施

したところ、長者屋敷遺跡・坂長下屋敷遺跡部分において古代を中心とする遺構・遺物が出土し、

遺跡の存在が確認された。この結果を受け、鳥取県西部総合事務所黒土整備局と鳥取県教育委員会

第 1図調査地位置関
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第 1章調査の経緯と経過

事務局文化課は協議を行ったが、一部を除き<iit:l)現状保存は困難との判新にいたり、鳥取県西部総

合事務所長は文化財保護法第94条に基づく発掘通知を鳥取県教育委員会教育長に提出した。その上

で、事前発掘調査の指示を受けた鳥取県西部総合事務所長は、発掘調査を財団法人鳥取県教育文化

財団に委託した。そこで、貯団法人鳥取県教育文化財団理事長から鳥取県教育委員会教育長に文化

財保護法第92条に基づく発掘調査の届出を提出し、財団法人鳥取県教育文化財団諦査室岸本調査事

務所が調査を実施した。

(註1)長者屋敷遺跡、の大型掘立柱建物(北柱群・南柱群)については、道路ルートを遺構の南側に迂回するこ

とにより現状保存となった。

第 2節調査の経過

長者屋敷遺跡調査地は、調査若手前には水田および熔地であった。調査地は水路によって 3つの

小区に分かれるため、 A~C 区の調査区名を付け調査を実施したが、調査時点での遺構番号や遺物

番号は調査地全体での通し番号とした。諦査は、調査区際にトレンチを掘削し、遺構面を確認しつ

つ面的に進めていった。

坂長下屋敷遺跡調査地は、調査着手前には熔地および，駐車場として利用されていた。調査地は水

路によって 2つに分かれていたため、調査地の北側をA区、南側をE区として調査を実施した。な

お、調査時点での遺構番号や遺物番号は調査地全体での通し番号とした。調査は、龍査区際にトレ

ンチを掘り下げ、堆積状況を確認しながら行った。調査地は削平が著しく、一部で古代の包合層を

確認したが、大部分は耕作土の藍下で古代の遺構を確認した。

両遺跡とも、調査は 4丹11自の調査前航空写真撤影の実施によって開始した。その後、 4丹18日

から重機による表土剥ぎおよび現場作業員用の駐車場造成を行い、 4月25日から現場作業員の稼働
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第 2節調査の経過

を開始した。調査地には業者委託により 4級基準杭と公共座標第V系に基づく 9m関捕の方眼杭を

設量した。 5月16日と 7月7日には独立行政法人奈良文化貯研究所山中敏史氏に現地指導を仰いだ。

7月28日には鳥取県文化財保護審議会史跡・埋蔵文化財部会の現地視察が行われた。調査を進めた

結果、両遺跡の遺構群は古代会見郡能に関係するものである可能性が高まり、西部総合事務所黒土

整備局と鳥取県教育委員会事務崩文化課の関で今後の遺構群の取り扱いについて協議がもたれるこ

とになった。その協議に伴い、確認された遺構群の保護への格別の配慮について鳥取県教育委員会

教育長から 8丹23日に依頼を受けたため、長者屋敷遺跡では SD4の保護を行い、周辺で確認され

た古代以前の包含麗については調査を行っていない。また、坂長下屋敷遺跡においても掘立柱建物

群の柱穴の掘り下げを半裁状態にとどめた。

8月18日には記者発表を行い、 8月20Bに現地説明会を開催し127人の参加を得た。 8月29Bを

もって調査を終了した。なお、岡龍査地は諦査終了後に埋め戻され、遺構保護が図られた。

0長者墨敷・坂長下屋敷遺排調査の経過

4月11日 調査前航空撮影。

4 丹 14 日 ~5 月 13 日 基準点測量および方眼灘量。

4 月 18 日 ~4 月 20 日 重機による表土剥ぎ、調査時使用のための駐車場造成開始。

4月25日 現場作業員稼働開始。

4月27日 坂長下屋敷遺跡、SB 1・2検出。

4丹28日 長者屋敷遺跡調査区北壁土層住庁面にて、 SD4を確認。

5月16日 独立行政法人奈良文化財研究所山中敏史氏による第 11m現地指導。

5月30日 鳥取黒教育委員会事務罵文化課現地確認および調査指導。

6月2日 長者屋敷遺跡SD4検出。

6丹7日 坂長下屋敷遺跡SB2柱掘方半載。

6月10日 長者屋敷遺跡SD4完掘。坂長下屋敷遺跡SB3検出。

6月15日 坂長下屋敷遺跡SB3柱掘方半載。

6月27日 鳥取県教育委員会事務局文化課と調査計画等について現地協議。

7月7日 独立行政法人奈良文化財研究所山中敏史氏による第 2由現地指導。

7月28日 鳥取県文化財保護審議会史跡・理蔵文化財部会現地視察。

8丹2日 伯番町文化財保護審議会現地視察。

8月23日 西部総合事務所県土整備局と鳥取県教育委員会事務局文化課の関で今後の遺構の

取り扱いについて協議することになり、鳥取巣教育委員会事務局文化課から遺構

の保護について格別の配慮を依頼される。

8月18日 記者発表。

8月20日 現地説明会開催。

8月29自 調査終了。
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第 1章調査の経緯と経過

第 3節調査体制

調査は、以下の体制で実施した。

O調査主体

財団法人鳥取巣教育文化財団

理事長

事 務 局 長

有 田博充

中村 登

財団法人鳥取県教育文化財司調査室

室 長

次長(事務)

文化財主事

事 務 職 員

田中 弘道(兼・県埋蔵文化財センター所長)

闘弘 博之

山 析雅美

谷垣真須美 小 谷 有里

。調査担当

財団法人，鳥取県教育文化封団調査室 岸本調査事務所

所 長 園 田 俊 雄

文化財主事 森本倫弘加藤裕一坂本嘉和

0罷査協力 小林康久株式会社ミトクハーネス 貯団法人米子市教育文化事業団

西部土地改良区伯番町教育委員会米子市教育委員会和田巌

(五十音順、敬称略)
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第 1節地理的環境

第 2章佼置と環境

第 l節地理的環境

長者屋敷遺跡・坂長下震敷遺跡は鳥取県西部、酉伯郡伯番町坂長に位置する。日野川左岸の標高

50m前後の河岸段丘上に立地し、地形は北にいくほど低くなる。この河岸段丘は大山火山噴射物に

よって形成されたと考えられる凝灰角磯岩からなる。噴射物は大山外輪山が形成された当時、日野

川を越え、左岸地域に及んで、いたと考えられ、一時日野JlIを堰き止めていたと推察されている。そ

れが、やがて日野川下流からの頭部侵蝕が始まり、侵蝕基準面が低下することによって、現在の河

岸段丘が形成されたと考えられる。一般に壮年期の地形を示す。遺跡の背後には標高226mの越敷

山を擁する起伏した丘陵地帯が広がっており、前方には米子平野を眺望することができる。伯番町

大殿付近から米子市青木周辺にかけて手指状に広がる河岸段丘、ないしは丘陵地帯を一般に「長者

原台地jと称している O 長者原台地上には長者屋敷遺跡・坂長下屋敷遺跡をはじめ、諏訪遺跡群、

福市遺跡、青木遺跡、諸木遺跡など数多くの遺跡が分布している。

第 2節歴史的環境

18石器時代

長者原台地上の諏訪西山ノ後遺跡 (24)でナイフ型石器が 2点出土し、 1点はローム層中から出

土している。ナイフ型石器は泉中l峰遺跡 (78)、小波遺跡 (79) でも出土しており、泉中峰遺跡で

は玉髄製の縦長剥片を素材とし、一側縁に刃つぶし加工を施している。

縄文時代

草創期に遡る可能性がある遺物として貝田原遺跡 (60)、奈喜良遺跡 (20) でサヌカイト製の有

舌尖頭器が表採されている。早期ではよ福万遺跡、 (72) で、集石遺構・土坑・ピット状遺構が多数

検出されている。日野川右岸では久古北田山遺跡 (63)、須村遺跡、 (65)、林ヶ原遺跡 (68) で押型

文土器が出土している。前期~中期にかけては低濯地遺跡で動植物遺体が出土し、当時の生業の一

端を窺い知ることができる O 韓国第 9遺跡 (9) ではシカやイノシシなどの獣骨が多量に出土して

おり、解体痕が認められるものもある。目久美遺跡、 (8) では幹蔵穴からはドングリ、 トチ、クル

。。

.01 50km 

s ……一一
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第 2章 {立震と環境

ミ等が出土している。中期では林ヶ原遺跡、で墓の可能性がある土績が確認されている。後・晩期に

は遺跡数は増えるが、集落の様相は必ずしも暁らかではない。日野JII右岸の久古第 3遺跡 (59) で

は晩期の竪穴住居が検出されている。

弥生時代

稲作の伝播により、中海沿岸の低温地遺跡で水田勝が検出されている。前期では邑久美遺跡、 (8)、

後期では池ノ内遺跡 (7)、前期末から後期にかけての長砂第 2遺跡 (4) が知られている O 前期の

遺跡では宮患遺跡 (28)、諸木遺跡 (29) で環譲が検出されている。清水谷遺跡 (17) でも議期末

から中期前半の環濠が存在するが、環濠内からは竪穴住岩等は確認されていない。中期になると日

野JII中流域では下山南通遺跡 (69)、長III馬龍遺跡 (70) で集落が形成される。林ヶ原遺跡 (68)

では木棺墓が確認され、供献土器が出土しているO 中期後葉以降は丘陵上での遺跡数が増加し、妻

木晩田遺跡 (82) に代表される拠点的な集落が形成される。遺跡腐辺では趨敷山遺跡群 (45)、青

木遺跡 (22) などがあり、越敷山遺勝群では鉄器が多数出土しているO 浅井土居敷遺跡 (37) では

後期の土坑から径 5cm程の環状の青銅器が出土している O 青銅器ではその他に久古第 3遺跡で銅剣

の可能性がある青銅器片が出土している。

古墳時代

主要な前期古墳には前方後方墳の普段寺 1号墳 (35)、方墳の 2号墳、円墳のおナ1'1府29号墳 (71)、

丘陵上に方墳の日原 6号墳 (19) などがある。今のところ当地域において前期に遡る前方後円墳は

確認されていなしh 普段寺 1・2号墳からは三角縁神獣鏡が出土している。中期吉墳では法勝寺JII

右岸の三崎殿山古墳が著名である。全長108mの前方後円墳で、円筒埴輪が出土したと伝えられる。

法勝寺川流域ではその他にも画文帯神獣鏡が出土した浅井口号墳 (36)、宮前 3号墳 (32) といっ

た前方後円墳が築造されている。後期に入ると多数の古墳群が形成され、日野川右岸の芯熊野古墳

群 (71)や加茂川流域の東宗像古墳群 (18)などが知られている。東宗後 5号墳で横江式箱式棺が、

6・7号墳で竪穴系横口式石室が採用され、九州地方との関連性が窺われる。また、日野JII右岸の

吉定 1号墳 (62) では割石小口積みによる持送り式の横穴式石室を採崩している O 長者原台地上で

も吉墳群が形成されはじめ、大寺原古壌群、長者原古墳群 (52) などがある。

この時代の集落遺跡は福市遺跡 (21)、青木遺跡が位置する日野川!左岸の丘陵上に多く分布する O

久古第 3遺跡 (59) では後期の竪穴住居、掘立柱建物跡が確認されている。

古代

白鳳期に創建された古代寺院として大寺廃寺 (51)がある O 東を正面とし、北に塔、南に金堂を

並列させ、背後に講堂を置く法起寺式の伽藍配量が採用されている O 金堂には瓦穣基壇が築かれて

おり、塔からは三段舎利孔を持つ心礎が確認されている。出土遺物として高さ 1mを越える石製鵠

尾が知られ、現在、信者町大殿の揺樹寺境内に保存されている。また、創建時の瓦として複弁八葉

蓮華文軒丸瓦、重弧文軒平瓦が出土し、同一文様の瓦が金田瓦窯 (39) から出土したといわれる。

大寺廃寺から500mほど離れた長者原台地上には塔心礎が残っており、奈良時代末から平安時代初

期の瓦が数帯していることから坂中廃寺 (50) の存在が示唆される。伽藍配置等の詳細は明らかで

はない。

『和名類従抄jによると律令制下において罵辺地域は伯誉回会見郡として編成されているO 坂中

廃寺に近接する長者屋敷遺跡 (48) では荷行 9間(約21m)、梁仔 3間 (6.5m) の掘立柱建物 2棟
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第 2節歴史的環境

君主
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第 2章 位置と環境

が南北に整然と並んで確認されており、会見郡街のー画である可能性が示唆されている。遺跡周辺

では官街に関連する遺物が多く確認されている。特に陰田遺跡群 (9) では口陰田遺跡で「館JI多

知JI田知」と記された墨書土器、木簡、円面硯が、陰回広畑遺跡では「里宅」または「里長」と

判読される墨書土器が出土している。長者原台地上の諏訪西山ノ後遺跡 (24) では胞衣査が出土し

ており、中には和銅開弥、墨が納められていた。また、近接する樋ノ口遺跡 (23)では石帯の可能

性がある石製品が出土している。日野川東岸の上福万遺跡 (72) では「奈口」と記された墨書土器

が出土し、久古第 3遺跡では土馬やミニチュア土製品などの祭把具がみられる。岸本大成遺跡 (54)

では朱墨とみられる赤色顔料が付着した転用硯、京都産とみられる緑紬陶器が出土している。

古代山陰道は歴史的、地理的環境から大寺廃寺、坂中廃寺、長者屋敷遺跡を通って伯香町岩屋谷、

南部町諸木、天万を抜ける南側のルート、もしくは米子市諏訪、青木、古市を抜ける北側のルート

が想定されている。ただし、発掘調査による明確な確認には至っていない。

中世

平安末期の遺物として大山寺の鉄製厨子がある。厨子には承安元年 (1171年)の大山寺火災の翌

年に伯香の豪族紀成盛が大山権現御神体と厨子を奉納したことが記されている。紀成盛については

伯者町坂長に「紀成森長者之塔」と記された石碑があり、この地に居宅を構えたという伝承が残る。

平安期には律令制の基礎をなしていた班田制が崩れはじめ、各地に荘園が発達する。日野川右岸に

は久古牧(荘)が存在したとみられ、室町時代の観応 2年(l351年)には伯香守護山名時氏がこれ

を大山寺西明院に寄進している。また、応永 2年(1416年)に大山寺文殊堂に奉納されたと伝えら

れる懸仏には墨書で「奉懸御正鉢一口久古御口口口(牧カ) . . Jと記されている。大永 4年

(1524年)には出雲の尼子経久が伯香に侵攻し、山名方である行松氏の尾高城 (76) を攻め滅ぼす。

岸本要害 (57) は尾高城の砦とも播州三木城の出城ともいわれるが詳細は定かではない。

近世

伯者国は中村ー忠と加藤貞泰とが領主交代し、元和 3年 (1617年)に池田光政が因幡・伯警の両

国32万石を領する鳥取城主となり鳥取藩ができる。その後、寛永 9年 (1632年)には国替えにより

池田光仲が封入する。周辺地域は藩の直轄領、寺社領を除いた大半が米子城主荒尾家の給所に属し

た。長者原台地はこの藩政期において石田村吉持家により佐野川開発事業が実施された。事業は元

和 4年 (1618年)から文久元年 (1861年)までの250年間に及んでいる。

大寺廃寺・右製鴎尾 坂中廃寺・塔心礎

-8-
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第 2章位震と環境

第6図寵査地周辺小字国

第3節遺跡鹿辺の地名

調査地の字名は長者屋敷遺跡が f長者屋敷」であり、一部「長者原J、f下長者屋敷」、「泉頭j、

「谷」、[先近原Jにも及んでいる(第 6図)0I長者屋敷JI長者原Jの地名は郡街や郡俸を構成する

正倉別院が置かれていた土地に残っていることが多い。それは、郡街や正倉別院には田租や出挙稲

を収納した多数の稲倉が立ち並んでいることから、長者がいたという伝承に結びついたと考えられ

ている O また、正倉はしばしば、火災(放火)に遭ったことが知られており、炭化米が出土するこ

とが多い。このことも長者伝説と結びついた一因となっているとみられている。長者屋敷遺跡でも

出土状況や数量は定かではないが、発掘調査により炭化米が出土したことが報告されている。また、

前節で触れたが、平安時代の豪族紀成盛の震敷跡であったという伝承が残る。

その他、長者屋敷遺跡、の北西鱒には仁馬ノ子橋上JI罵ノ子橋下jの字名が残っている O 古代

陰遵の通過ルートは未だ確定していないが、駅家に関連した施設が存在した可能性を示唆する。

坂長下屋敷遺跡の位置する字名は「下屋敷Jで、周辺には「中震敷JI清水屋敷JI中村屋敷J

「谷屋敷Jといった字名が集中しており、屋敷地としての土地利用が窺える。

[参考文献]

地質調査所 1962r 5蔦分の 1地質図椙説明書 米子j(伺山一第18号)

山名巌 1964r山陰地方における第四紀末の諸問題JL鳥取県立科-学博物館研究報告j

岸本町 1983r岸本町誌i

会見町 1996r会見町誌続編i

山中敏史ほか 2004r吉代の官街遺跡 E遺物・遺跡編j独立行政法人文化財研究所 奈良文化財研究所
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第 4節長者廃敷遺跡の既往調査

第4節 長者屋敷遺跡の既往調査

長者屋敷遺跡は従前より周知の遺跡である O 昭和54~56年度には圏場整備に伴う発掘調査が実施

され、報告書が刊行されている(註j)。本第ではその諦査成果について再整理してみたい。また、報

告書では未掲載の遺物についても報告する。

1.欝査経緯と経過

昭和53年度から 5年計癌でイ白番町(lB岸本町)坂長、岩屋谷、大殿地区、及び米子市五千石地区

を対象に関場整備が行われるのに先立ち、昭和54~56年度にかけて毘及び県の補助事業として発掘

調査が実施された。その際、長者屋敷遺跡の他に大寺原遺跡、長者原古墳群、こしき保育関裳遺跡

なども併せて調査が行われている O 長者屋敷遺跡は昭和54年12月19日に調査が開始された。 2mx

15mのトレンチを設定し、遺構の検出状況によってトレンチを追加、及び拡張している O トレンチ

の総数は60本を数える(第 7図)。検出された遺構のうち、大聖の掘立柱建物 2棟(北柱群、南柱

群)は古代会見郡俸の一部、もしくは平安時代の地方豪族である紀成盛の居館跡などが可能性とし

て想起された。そのため実態の解明は将来に委ねられ、現状保存された。昭和56年には測量を行い、

調査を終了している。

2.遺構の概要

2榛が南北

" 

第 7図

昭和54-56年度認査区

平成14年度調査区
(伯番町試掘トレンチ)

王子成17年度調査区
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第 2章 位置と環境

51.40m 
A 

O 

。o(r 
C 
O 
D 。
O 

D 
/て二三1

'-ーーーーーー一

北柱群

l 真赤土にi炎黒色土若干混入
2 真黒ブロック混入
3 黒勝の赤プロック混入

4 真黒
5 粘土千本突で堅い

6 粘土
7 粘土千本突で堅い

ぐえ

ハi
n¥ 
I 、

1 :200 5. 

A' 

1:40 1m 

t 0 ?θのC\~
。む 主 DI~
08 0 
00 

| 「。-J己二斗て二二三ニア口』

lloooi 
| γO  O i 

¥， 6 0 。

。0000

南柱群

南柱群検出状況 (南から)

(伯者町教育委員会提供)

1 :200 5. 

南柱群P14土層断面

第 8図北柱群・南柱群
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第 4節 長考慮敷遺跡の既往調査

k 睡眠，/¥6~'ì=ーで
@、ニ~tt~'ì 同蝿蝿顕彰ノ @、ニニEJ10

~上イ11 ￥一件マ 12 ミ

)一一件寸 14
1:4 10cm 

\~d15 
1-5の( )内番号は?長者原遺跡務発掘調査報告審1982J(詑 2)での掲載主番号

第 9囲既往調査出土遺物

ロ
1:2 5c. 

*復元儀 ム残存{車

i遺物 挿図 遺構 穣 ~(I 口径(cm) 器高高
特徴 胎焼成ニt 色E露 備考

喜番号 番号 E霊 位 器種 窓径(cm) (cm) 

l 9 須E霊器
|芸品ι: えロ 1982

高台付亦

2 9 1検出1槌トレ群ンチ |高翻台付器釜 量長.2
2 商 1982

5Qトレンチ
|姦繍台付器落: |長滞者Il?l原6-遅2 

1982 
3 9 

4 9 !検出北ト糊レンチ[荷須台窓f守器護 屋益Z
3百 1982

5 9 
3Hトレンチ

t… l 割台恵葱溜付器翠器血j 場一q i 

i詩語6-6
お峨且司尚之ロ瞥 1982 

6 9 ム1.7
外蕊.体部高台回転ナデ庭部回転ナデ

一組一砂」章亙江少毅 灰色
内密回転ナデ

7 9 11三ト塁レ尾署ン内チ ム2.0
外田:体部・高台回転ナデ底部罰事正糸 密

淡援急
内田.昼署殺のためま毒整不羽 車文

8 百
1事柱群 須慈器

ム3.0
外国:底部務iと糸切明 主宰色絡砂良絞多重量 灰色

検出トレンチ 高台付会下 内iID:!8奪三ナデ後不整方向ナデ

9 9 
4C 須慈珂て器 ム2.3

外国:@)転ナデ底部窃車五糸切明 一岸調砂波塁書多重量 灰色
9.8 内部回転ナデ

10 9 
北桧雲草 2真土葱不器 ム1.9

外E五回転ナデ立主E11@]車五糸切り 総砂軟草立少翠 淡灰色
検出トレンチ *5.4 内霞回率五ナデ

11 9 ム4.65
外商ー体費者・高台阻害五ナデ底部回転糸切り後回転ナデ 砂草立多数

lこぶい銭授e
8.0 内高:自転ナデ

12 1 9 
土商務

ム2.1
外田:@]転ナデ草書耗苓しし、

密良 援e
言寄台付亦 内面:密室Eナデ

1-I34 29 ni 11J トO レンチJ 
土産車器 ム2.0 内外00:露三事毛のため認さ藍不暁 百器砂絞良少数 援色

言寄表I寝 務会イぜ部 *6.4 
9A 土約器

ム1.8 外内密E喜星怒雲丞耗笠の立た金め鐙主導疑懇亙不E明E 控E君i事転まナずデfF?7 2良E 主査色
荷台付郊 *7.9 

15 9 11:~ンチ坤 ム1.5 内外密摩耗のため意書室霊不明 'if; 良b 燈色
南表層 部 ネ5.1

に直列する北柱群、南柱群と調査範囲の中央付近で確認された 3H柱群、 5H柱群とに分けられる。

溝は調査範囲の東舗でSD 1 (東溝)、北側でSD 2 (北溝)、西側でSD 3 (西溝)が検出されて

いる。 SD1は重複関係により北柱群に後出することが報告されているO この SD1は今年度の発

掘調査匿においてその延長部分を確認しており、出土遺物から近世以降の溝であることが判明して

いる(第 3章第 3館参照)。

擁立柱建物(第 8図)

北柱群、南柱群はI者柱群P14のみ調査し、その他の柱穴については検出に留められている。北柱

群が桁行 9関(約21m)、梁行 3関 (6.5毘)、南柱群が梁行 9関(約21.5m)、桁行 3関(約6.5m)

の南北棟である。主軸の方{立はN-3~40-Eである。柱間寸法は柱穴が未調査のため明らかで

はないが、心々で測ると桁行、梁行とも 2.1~2.5m と復元される O 北柱群と南柱群の棟詞距離は北

n
t
u
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第2章位置と環境

柱群P13と甫柱群P22の心々距離で、約12mと推定できるO 南柱群P14は掘りかたが長軸 2m、短軸

1.4mの方形を呈する。深さは約1.0mである。埋土は 7層に分層されている。断面観察や底面に認

められる段差などから、報告書では 3呂、ないしは 4間の建替えを想定している。柱痕から柱の径

は40cmと推定される O 出土遺物として北柱群から須恵器底部(第 9図2、 4)、高柱群から須恵、器

杯蓋が報告されているが、出土位置や層位は明らかではない。その他に南柱群の柱穴を検出した際、

埋土中より鉄鉱が 1点出土している。

5狂柱群は梁行 6間(約15m)、桁行 3関(約 6m)の東西棟である。主轄の方位はほぼ東西正

方位である。柱間す法は心々で、梁行2.4~2.7m、桁行2.0m前後と推定される。柱穴の掘りかたは直

径 1m前後の円形を呈する。 3H柱群は梁行 3関(約5.8m)、桁行 1間(約 3m) を確認しており、

南北棟と推定される。柱穴の撮りかたは50cm前後の丹形を呈する。両建物の柱穴から中世の拘磁器

片が多く出土したと報告されているが、遺物の所在が明らかでないため、詳細な時期の検討はでき

ていない。また、 3豆、 5五トレンチ、および3J、 5 Jトレンチの黒色土層中に僅かではあるが

炭化米の層がみられることが報告されている。

j蕎

SD3は幅1.3mで、 l苓北に直線状に延びる。検出した長さは85mである。深さは明らかではな

いが、ローム層を30cmほど掘り込んでいる。 SD2は幅約 1.0mで、東西に直線状に延び、る。検出し

た長さは70mで、ある。 SD3の北側は 9Qトレンチまで確認されている一方で、 8Qトレンチで東

へと分岐しており、 SD2につながると報告されている。遺物は SD3から須恵器片、 SD2から

中世とみられる陶磁器片が出土している。

3 .出土遺物(第 9図図版8-1) 

ここでは、北柱群・高柱群の時期比定に関わる可能性がある土器を掲載している。第 9図 1~10 

は須恵器、 11~15は土師器である o 2、4、10は北柱群を、 8は南柱群を検出したトレンチから出

土しているが、出土層位は不明で、あるo 7、13、15は表土中の出土であるo 1 ~ 5については既に

報告済みで、 1が高台を持つ杯身で、 2~5 は査のE支部と報告されている。 6 、 8 は高台付杯であ

る。 6は口縁部が外傾して直線的に立ち上がると考えられ、高台が底部の周縁に付く。 8は底部が

静止糸切りにより切り離されている。 9、10は無高台の杯で、底部は回転糸切りである。 7は皿と

考えられ、高台を有する。 11~14は土蹄器杯で、高台を有する o 11は高台の高さが1.3cmで、体部

が寵線的に立ち上がる。

(註1)富長源十郎ほか 1982r長者原遺跡群発掘調査報告書j岸本町教育委員会

(註 2)前掲(註1)文献

-14-



第 1節 遺跡の立地と二七層堆積

第 3章長者屋敷遺跡

第 1節遺跡の立地と土層堆積

1.調査地及び周辺の地形(第10関 図版 1~ 4) 

調査地は西伯郡伯番町の西北部、越敷山北麓の長者原台地上に位置する。台地上には小規模な谷

が概ね東西~北西方向へ幾筋も延びて緩やかな起伏をなし、平坦地は制限されている。台地上は近

世の佐野間用水路完成、通水を経て、特に耕作地としての開発が進み現在に主っている。

調査地は台地上を東茜方向に延びる浅い脊筋の南側に所在し、 A~C区の 3 つに分けて調査を行

った(第10簡)0A . B区は谷に接する台地上、 C区は台地端から谷へと誇る斜面上に位置するが、

現況は陸場整備等により龍平され平坦地となっている。各調査区の現地表面の標高は、 A区51.4~

51.8m、B1R52.3~52.5m 、 C 区約50mで、ある。 C 区は削平が特に著しく、表土直下にローム層が

確認され、遺講・遺物は認められなかった。 A註は北・北東壁、南・南東壁、 B区は南東壁沿いに

それぞれトレンチを設定し、土層堆積を確認し調査を行った。その結果、 A区中央~北東部に概ね

南北方向に延びる谷状の務ち込みを確認した。 A区 .B区の境と C区については著しく削平されて

いるが、調査地内はAIRの谷状地形を挟みBIRへ標高が競やかに高くなり、 B区を最高点としてC

区から谷へと下っていく地形となる o A. B区では弥生時代、古代、中世、近世以降に至る遺構・

遺物を確認した。

2 .謂査掲の堆積(第11~13 ・ 15閣図版 7 ・ 8 -2・10-2) 

調査地内 (A. B 誌)の基本的な堆種のまとまりを I~V層の 5 つに大加した(第11 ・ 12図)。

遺構は I~N層上国において検出している。以下、各層毎に概要を述べる。

I層(1・ 2層)表土底下に堆積し、ローム細粒を密に含み、 A亙中央~北東部にかけて認め

られる(第24閲)。層中からは少量ながら弥生時代~近世の遺物が出土している O 第13図 1は担前

系磁器の小杯で、 18世紀後半~19世紀能半のも

のと思われる。人為的な堆積と思われ、近世以

i嘩の造成土の可能性がある。当層上面において

道路状遺構、溝を検出している。

五層 (3~ 7層) : I臆下堆積層で、 AIR東

半に広がる(第14図)。茶褐色~暗茶褐色を呈

する層群で、谷状地形埋没後の堆積層である。

出土遺物は少量で破片資料が多い。第13図17~

19、第15関25・26は土師器の杯または小血の底

部で、底部切り離しは毘転糸切りである。 20は

土師器の高台付杯で、 i}¥J字状に開く高台が

付く O 第15図23は小凱、 24は柱状高台状に底部

が摩く、血と思われる。これらの出土遺物より

当層は中世前期の堆積麗と考えられ、上面では 遺跡周辺の地形
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第3章長者屋敷遺跡
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1 出体部5自転ナデ底部告自転糸切号塁審車毛毒事しいム1.01ノ

i内面回転ナデ星雲耗華華しい

- I ̂， ^ I外蕊体部回転ナデ底部E型車五糸切りム1.91
i内蕊星雲耗のため不明
i外iiii体部・言語台回転ナデ底部議室室不明62.31 
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I ̂ ̂  ̂  I外酪体部・高台回転ナデ底部回転糸切りム3.91
i内部:@l転ナデ

にぷい後色

にぷい燈色、浅黄色
にぷい黄援色

径色

灰色 BIK 

溝状遺構(詳細は本章第 2節4を参照)を検出している。

直属 (8~17層) : II層下位に堆積し、黒褐色~暗茶褐色を呈する層群である。 A区の谷状地形

を埋める堆積で(第14図)、黒掲色~黒色を呈する 8~12層とその下位に堆積する 15~17層に分け

られる。 15~17層の色調は暗茶掲色~茶褐色で、立層と近似する。谷部以外にはA区南西側・北東

側、 B区にも色調が黒褐色を呈する堆積層が広がる (13・14層)。それらは削平のため谷部の堆積

とす断されているが、他層との堆積関係や土色の類似から頭層と判断した。

当層上酉からは谷部で検出した古代の SD 4 (詳細は本章第 2節)が掘り込まれる。また、平成

14年度に岸本町教育委員会(現在:伯番町教育委員会)が実施したA区南西部のトレンチ調査(註])

では、吉代と目される大型の掘立柱建物(南柱群:詳細は第 2章第 4節を参照)が一部検出され、

その柱穴が当層を切っていることが確認されており、当層上面は古代の遺構麗となる。

当層中からの出土遺物は非常に少ない。主主部の堆積についてはSD4の保護が決定し、限られた

笛所のみの掘削となったため明確な堆積時期は不明である。谷部堆積下層の16・17層からは土陣

器・須恵器細片を確認しており、少なくとも古墳時代後期以降に谷部の埋没が進行したことが想定

される。また、 B区15層より須恵器壷の成部(第13図21)が1点出土しており、盟層の堆穣時期の

下限は古代と考えられる。盟層が谷を壊めて程なく、 SD4が掘られたことが窺えるO

U層 (18~21層) : III麗 .v層(ローム層)間の漸移置である。 A区では弥生時代の土坑 (SK 

2) を検出しており、当層上面は少なくとも古墳時代以前の遺構検出面となる。

V層 (22~24層ローム層で、色調、土質の違いから 3 つに分けた。 22 ・ 23麗は粘性が強く、

それらの下位に堆積する24層は淡い黄褐色を呈し、粘性が弱く国く締まる。 C区の表土下で確認さ

れるローム層はさらに下位の堆讃である。

なお、 A区の谷部堆積・ SD4埋土を中心に堆積持の状況を把撮するため、北東壁面各層から土

壌サンプルを採取し、自然科学分析各種(珪藻・花粉・寄生虫卵分析、 SD4埋土麗栢観察)を実

雄した。採取位量は第15図、分析結果の詳細については第 6章に掲載している。

(註1)角田寛幸 2003r平成13，14年度町内遺跡発掘調査報告書j 岸本町教育委員会
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第 2節古代~中世の調盗

第 2節古代~中世の調査

1.概要(第14図)

A区で溝 3基、土涜 1基、溝状遺構 1基を確認している。建物を構成する柱穴等は検出されてい

ない。 SD4・6、およびSK1は谷部がE層によって埋積された後に形成された遺構である。 S

D5、溝状遺構についてはB3、C3 グリッド付近で理一 15~17層を掘り込んでいるが、大部分が

N層、もしくはV層上面が検出面となる。遺構が形成された地形をみると、谷部では埋積後も南か

ら北へ緩やかに下っており、調査区南側と北側では堕層上面で、の標高が30cmほど低い。 SD4・

5・6はこの地形に沿って南北方向に延びている。溝間の距離を溝の中心ラインで測ると、 SD4

とSD5で、約2.7m、SD5とSD6で、約8.5m、SD4とSD6で、約11.2mとなる。それに対して

溝状遺構は平面形が不整形ではあるが、概ね東西方向に延びている O

SD4 は昭和54~56年度に行われた発掘調査で確認された掘立柱建物 2 棟(北柱群・南柱群)の

十D3X=-68110 

十

D6 十D7X26mt

+C2 十C6

X=“68120 X=-68120 

X=-68130 X=“68130 
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第 3章長者屋敷遺跡

東側に位置し、建物の主軸と方位をほぼ揃える。このことから建物の時期は明らかではないが、溝

が同時期に併存していた可能性は高く、建物群の敷地を区画する施設であったと考えられる。この

点については第 7章で若干の検討を加える。

2 .溝

S D 4 (第15・16関鴎版9・10)

A区B4~D4 グリッド、標高51.00m~50.70mの高から北へ下る緩斜面に位置する O 検出した

長さは18mで、南北方向に藍練状に延びる O 方位は溝の中心ラインで測ると N-4
0

-Eとなる。

幡は2.0~2.8mで、溝肩のラインは直線ではなく、やや凹凸がある O 底部の幅は20cm~90cmと一定

しない。深さは1.3~1.5mで、断面は逆台形状を呈する。底面は平坦ではなく、段差が認められる。

底面で標高は南端で、49.44m、北端で、49.73mと北端の方が29cm抵い。

埋土は上層(1、 2層)と下層 (3~13層)に大別される。上層は暗褐色シルトで、溝の上部に

堆積する II-6・7層との境界が明瞭ではない。下麗は黒褐色シルトである。各麗を構成する堆積

物に大差はなく、砂礁などの混入もみられない。埋土が溝の西側もしくは東側からの一方から流れ

込んだ状況、すなわち土塁の存在を示唆するような堆積状況はみられない。また、掘り返しが行わ

れた形跡、は窺われない。各層から土壌試料を採取し、自然科学分析を実施した(第 6章第 1・2節

参照)。そのうち、珪藻分析により定常的に水流が存在するような状況にはないという結果が得ら

れている。また、軟X線写真の観察結果から僅かながらも滞水、もしくは弱い水流が存在した時期

と土壌化作用が発達する時期があり、乾湿を繰り返しながら埋没していったことが判明している。

遺物の出土量は少なく、埋土中より須恵器片や土師器片が散見される。土器の他に上層から鉄製

品 F3 が、下麗から袋状鉄斧F2 が出土している。須恵、器22は溝底酉より 50~70cm浮いた、下層中

から出土した。無高台の杯身で、口縁部が僅かに屈曲し、体部が丸みを帯びる。底部は屈転糸切り

である O その他に時期を特定できる遺物は出土していなし」また、明確に中世に下る遺物もみられ

ないことから、溝の埋没時期は 8世紀後半頃と推定される。

S D 5 (第17図 図 版11-1) 

A区A2 . B 2グリッド、標高51.00m、南西から北東に下る緩斜面に位置する。検出した長さ

は8.8mで、南北方向に車線状に延びる。方位はN-7
0

- Wである。北端は調査区外へと延びてい

るが、北壁土層新面B-B' (第11留)では確認することはできなかった。 I層形成時に削平され

たと考えられる。幅は最大で、58cm、深さはlOcmで、ある O 断面形が盟状を呈する。埋土は褐色シルト

の単層で、砂擦などの混入はみられない。埋土中より須恵器護の体部片が出土しているが、詳細な

時期は特定できない。

S D 6 (第17図図版11-2) 

A区C3、B3グリッド、標高51.00m、南西から北東に下る緩斜面に位置する。全長は6.3mで、

高西から北東方向に直続的に延びる O 方位はN-7
0
- Wとなる。最大幅は62cm、深さは10cmで、あ

る。埋土は褐色シルトの単層で、砂蝶などの混入はみられない。遺物は出土していない。

nu 
η，ム



古代~中世の調査第 2節

A' 
5l.20m 
A 

. ...土壌試料採取地点

B' 
5l.20m 

B 

11よりしまり弱

12より粘性やや強

暗茶褐色シル ト (IOYR212)

H音茶褐色シル ト (IOYR212) 1よりしまり日目

黒褐色シルト (IOYR1.7/1)
黒褐色シルト (IOYR1.7/1) 6よりしまり弱

黒褐色シルト(IOYR212) 黄褐色ロームの細粒を多く含む

黒褐色シルト(IOYR1.7!l) 3よりしまりやや弱

黒褐色シルト (IOYR1.7/1)黄褐色ロームの細粒を多く含む

黒褐色シルト (IOYR1.7/1) 7より粘性強

黒褐色シルト (IOYR1.7/1)黄褐色ロームの細粒を多く含む

黒褐色シル ト (IOYR1.7/1) 8、9よりしまり弱

黒褐色シルト (IOYR1.7/1)黄褐色ロームの細粒を多く含む

黒褐色シルト (IOYR1.7/1)黄褐色ロームの細粒を多く含む

黒褐色シルト(IOYR1.7!l)黄褐色ロームの細粒を密に含む
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須恵器士不 (22)出土状況 (南か ら)

@¥J弓

⑬し一五三ゴ@ ~.::!J 

E 層出土土器 (23~26)

伯
者
町
試
掘
ト
レ
ン
チ~ / 

B' 
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!
シ

@¥ーと二イ3

@更ごEヌ調査区外

1:4 lQcm 2m 1:80 

SD4および出土遺物

¥lK.JI.rI恒正

遺物 挿図 遺構 種別 口径(cm)
器高(cm) 特徴

胎土 色調 備考
番号 番号 層 位 器 種 底径(cm) 焼成

22 15 SD4 
須恵器 * 12.7 

4.3 
外面。体部回転ナデ底部回転糸切り後ナデ 黒色砂粒多量

灰色
杯 *8.7 内面。回転ナデ後不整方向ナデ 良

23 15 E層
土師器

ム1.25
外面摩耗のため調整不明底部回転糸切り 密 にぶい黄燈

皿 *4.55 内面摩耗のため調整不明 良 色

24 15 E層
土師器

ム1.9
外面摩耗のため調整不明底部回転糸切り 密

にぶい燈色
皿 * 5.4 内面摩耗のため調整不明 良

25 15 E層
土師器

61.3 
外面磨耗のため調整不明底部回転糸切り 密

檀色
皿 *5.5 内面磨耗のため調整不明 良

26 15 E層
土師器

61.3 
外面摩耗のため調整不明底部回転糸切り 密

燈色
皿 *6.0 内面摩耗のため調整不明 良

-A 
n
L
 

ム残存値*復元値

第15図
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島

805 

i ¥ 11 

51.50m 

(lOYR3/3) 
1 :80 2m 

第17圏 SD5・6
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Q 

第16函 SD4出土鉄製品

3 .土坑

S K 1 (第18鴎懐版11-3) 

A区、 B3グリッド、標高50.4mの平坦地に位置し、南

半分は調査区外のため未調査である。平面形が楕円形を呈

すると考えられ、長径は3.87mで、ある。検出面からの深さ

は最大57cmで、ある。底面は平坦ではなく、凹凸がみられる。

底面東寄りで窪2.25田の範聞が構円形状に一段深くなる。

埋土は14層に細分され、黒褐色シルトが主体となる。遺物

は須恵、器の締片が出土しているが、詳縮な時期は特定でき

ない。

4.性格不明遺構

溝状遺構(第四~22図図版12~16)

A区南西側、 B2'AO~A3 ・ -AO~-A2 グリッ

l 能川村IOYR3/3) ドに位置する平面不整形の遺構である。 E層上面(第 3章
?を褐色ロームブロックを含む

第1節参照)から掘り込まれるが、遺構の大部分は立層の

堆積範盟外のため、検出は主にNJ雪上面で、行っている。遺

構は不整形ながら概ね東西方向を指向し、西側は平田円形状を呈し収束するが

東側は諦査地外へと延び、全体像は不明である。幅は1.95~ 9 m、検出面から

の深さは最大で90cmを測り、西側の収東部から東へ除々に深くなる傾向にあるO

底面には的凸が自立ち、各々約 3~12m2の平面不整形の面を持つ。このような

揖削状況から採土痕跡の可能性も考えられるが、判然としない。

埋土の主要な堆積を 7 層に分層した(第19図 1~7 層)。各麗は概ね水平~

緩やかな凹レンズ状に堆積し、麗をなす粒子が比較的均質であり、観察では人

為的な埋め戻しの可能性は低いと考えている O 遺構理積時の状況を把握するた

つU
Mヮ“



第 2節古代~中世の調査

1 s音褐色シjレト (10YR3/2) 

2 U音葉褐色シルト (IOYR4/4)
3 黒褐色シルト (IOYR2!l) 
4 黒色シルト (IOYR2!l) 
5 s音貧褐色シルト (IOYR4/4)
6 JW，縄色シルト (IOYR2/1) 
7 黒褐色シルト (IOYR2/1) 

一一ー一一一一一一一一一一一一一一 一一一 8 s音褐色シルト (IOYR3/2) 
誠査区外 9 黒褐色シルト (IOYR2/1l 

10 ~皇褐色シルト (10YR2/1) 
11 H奇褐色シルト (10YR3/2) 

12 一一-12 階褐色シルト (10YR3/2) 
13 黒褐色シルト (10YR2/1l 

、、
¥ 、

11 トレンチ

50.60m 

1:40 1m 

第18臨 SK1

め、主要堆積層より土壌サンプjレを採取し(第四国)自然科学分析(珪藻・花粉・寄生虫卵分析)

を実施した。そのうち珪藻分析では陸生珪藻が多くを占め、基本的に乾燥環境にあったという結果

を得ている。ただし、珪藻・花粉共に化石の残存状況が不良であるため、断定はできない。また、

寄生虫卵は検出されていない。分析結果の詳細については第 6章第 1節に掲載している。出土遺物

については各層から一定義認められたため、上層(1~ 3層)、中層 (4・5層)、下層(6・7層)

に大別し遺物を整理した。以下、麗毎の遺物相について述べる O

上層・中層出土遺物を第20図に示した。上層のうち西側に堆積する 3層は土器縮片が多量混じる。

上膚・中層共に土器片は磨耗が著しい。上層出土遺物は27~46、中層出土遺物は47~67である。上

層・中層出土土器栢に差異が認められないため、一括して述べていく o 27~33、 47~57は土蹄器の

杯または盟である。底部資料であり、器形全体が鳴らかなものは無い。 47は杯で内外面に赤色顔料

塗布の痕跡が残る o 47以外の底部切り離しは屈転糸切りで、底径は5.0~7.6cm と幅がある。底部資

料のみで器種を判断することは困難で、成径が比較的大きいものや残存部の形態から杯と考えられ

るもの (32 ・ 33 ・ 52 ・ 54) があるが、明確に判断できないものが多い。 34~40、 58~60は土僻器の

高台付杯である。 34~40は rJ\J の字状に開く高台が付く。高さ1.4cm程度の細身の高台が付くも

の (34~36) 、断面三角形状を呈する低めの高台がつくもの (37~40) がある。 60は高台が藍立気

味に付くが、後者の部類と考える。 59は60と同一個体の可能性が高い。 37については器形を復元で

きた。体部はやや丸みをもって外傾し、ロ縁部は外反気味となる。 41~46、 61~67は須恵器である 0

41は杯蓋で、口縁部の下方への屈曲が小さい。 42・43は杯である o 42は口縁端部の屈曲が僅かであ

るo 43は薄手で焼成がやや不良である。 44・61は高台付杯で、 61は底部局縁に小さな高台が付く。

64は硯である o 61に類似する高台付杯の転用硯で、底部は内外面共に使用により磨耗している O 赤

色顔料が内面に付着し、破面にも及んでいる。赤色顔料はいわゆる朱墨と思われ、顔料分析を実施

。JつれM



第 3章長者屋敷遺跡

した。結果については第 6 章第 2 節を参黙されたい。 45 ・ 62 ・ 63は高台付服である。 46 ・ 65~67は

壷で、 46・67は大型のもの、 66は高台が付くものである。

第21図は下層出土遺物である。 6層は褐灰色を呈し、遺構底面に安定して堆積が認められた。掲

載遺物のうちほとんどが当層からの出土である。 68~72 ・ 74は土師器である o 68は杯で内外面共に

赤色顔料が塗布され、内面に輔自状の線刻が認められる。暗文を施す際に付いた痕跡の可能性も考

えられるが、磨耗が進み調整が確認できないため不明である。 69~73は高台付杯である。 69は内外

面に赤色顔料金金布の痕跡が残る。体部外問中位に縮い沈様様のものが2条巡り、その部位が若干窪

むような形で外傾し、士不部が深い。 70は体部中位で外皮し、口縁部でやや内湾気味となる O 磨耗が

進んでいるが、底部調整はいわゆる底部押庄技法である。 71は底部を欠損しているが、器形から同

様なものと思われる。中層出土の58も磨耗が著しく調整が不明だが、器形から同様なタイプと考え

ている072は高台が「八」の字状に開き器壌が厚く粗雑なっくりのもので、底部調整は回転ヘラ切

り後ナデである。 73は黒色土器で、内黒焼成のものである o 1.5cm桂度の高めの高台が外方へ聞き

気味に付き、体部はやや湾曲しながら開く O 器面の驚耗が著しくミガキは確認できなかった。器形

は上層出土の土師器34~36に類保する。 74は護で、「く」字状を呈する口縁部の屈曲が甘い。 75は

移動式竃で、焚口側面に付く庇と体部が一部残存している。 76~84は須恵器である。 76は蓋と考え

ている O 口縁部は下方へ僅かに屈曲し、外面に鋭利な括れが沈線様に入る O つまみの有無は欠損の

ため不明であるo 77~79は無高台の杯である。 77は口縁端部の屈曲がほとんど認められない。 79は

焼成がやや不良である。 80は高台付盟である。 81は査で、外方に開く頚部を持つが、故意に打ち欠

かれ、口縁部を失っている。屑部、胴部の境界で下方に屈曲する o 82・83はき撃で、「く j宇状に外

反ないし屈曲する口縁部を持つ。 82は肩部が隠き気味で槙瓶の可能性もある。 84は査の体部片で内

面、および破笥に赤色顔料が付着していることから、転用硯の可能性もある。 85は陶器の鉢で備前

産のものである。須恵質で色調は灰色を呈する。口綾部上端は浅い寵みを持ち、内外へ僅かに突出

する O 体部内面に櫛日は認められない。 S1は砥石である O 粗粒石材を用いた大型品で、比較的平

滑な砥雷が認められるが、使用痕は肉眼では確認できない。粗砥としての使用が窺われる。また、

犠打痕を一部残し、砥五として使用されたのち鼓石に転用された可能性がある。

第22図には鉄関連遺物を掲載した。 F4. F6は椀形鍛冶淳、 F5は椀形鍛冶i宰様のi宰資料であ

る。 F7 は羽口片である。 F8~Fllは製品で、いずれも鍛造品である。 F8 は釘の未成品と推概さ

れるもの、 F9は刀子、 FlOは袋状鉄斧、 Fllは勾付棒状不明品である。

断片的な資料が多く、時期を推定できるものは誤られるが、年代を含めた遺物相についてまとめ

ておく。須恵器や赤色顔料が塗布された土師器杯などから、 8 世紀後半~9 世紀にかけての資料が

時期的に古い部類に該当しよう O 一方、上・中層からは27~33、 48~57のような底部回転糸切りの

土師器杯もしくは小盟の出土が目立った。底部資料のため多くは器種を特定できないが、中世能期

に下る可能性を持つ遺物群である。下層からはこれらの出土はないが、備前の播鉢 (85)が出土し

ている。このタイプは13世紀前葉~14世紀初頭と考えられており縫1)、時期的に出土遺物の下限を

示す資料と思われる。このように本遺構出土遺物の時期幅は非常に広い。また、第20図42の須恵器

部は上層と下層出土資料の接合併で、遺物相からは上層と下層の堆積時期の差異を見出すことはで

きない。これらのことから、本遺構の掠部時期については言及できないが、少なくとも13世紀前葉

~14世紀初頭以降に壊没したものと考えられる O

d
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にぶい寅褐色シルト (lOYR4/3)

灰JJt褐色シルト (IOYR4/2) ロームブロック混

11音褐色シルト (IOYR3/3)土器繍片多量混

黒褐色シルト (lOYR312) ロームブロック混

褐色シルト (10YR4/6) ローム絞微設混

褐灰色シルト(lOYR411) ローム粒少孟iオ'll
にぶいJJt褐色シルト (IOYR5/4) ロームブロック多設混

rjq1t'f褐色シルト (lOYR6/6)

J!音灰黄色シルト (lOYR412)

褐色シルト (lOYR4/4)

J!音褐色シルト (lOYR3/3) 3よりしまり弱

J!;j赤褐色シルト (2.5YR3/2)

黒褐色シルト (2.5Y3!l)ロームブロック微fi坊主
i情褐色シルト (IOYR3/3) 11と類似 しまり弱

I情褐色シルト (7.5YR3/3) ロームブロック後五日昆

にぶい策協色シルト (lOYR5/4) ロームブロック主体

階茶褐色シルト (lOYR2/2) ローム粒混

祭褐色シルト(lOYR1.711) ローム粒混

災褐色粘土 (5Y4/2) ロームブロック主体

i列茶褐色シルト (IOYR3/3) ロ…ム校多段混

階褐色シルト (10YR3/2)

11音灰褐色粘土 (lOYR4/1) ロームブロック滋

i和天褐色粘土 (lOYR4/I)22と類似

1ft.褐色粘土 (5Y412) 19よりおii性強

11音茶褐色シルト (IOYR3/2) 4に類似 しまりやや弱

11音茶褐色シルト (lOYR2/2) ロームブロック11投法滋

11音策褐色シルト (lOYR212) ロームブロック多ぷー混

11古茶褐色シルト (lOYR2/2) ロームブロック多量滋

J!音波褐色シルト (lOYR4/4) ロームブロック多没混

祭褐色シルト(IOYR211) ロームブロック混

J!音焚褐色シルト (lOYR4/3) ロームブロック多量混

1な干R)色シルト(IOYR414) ロームブロック主1* ftiセ1:強
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第20図溝状遺構出土遺物(1 ) 

(註1)鴎山県古代吉備文化財センター重根弘和氏のご教示による。本資料は重根氏の分類によると IIAに該当

する。

重根弘和 2005ar中世の備前焼Jr備前歴史フォーラム資料集 備前焼研究最前線IIj備前市鹿史民俗資

料館舗前市教育委員会

主主根弘和 2005br中世備前焼に関する考察Jr古文化談叢j第54集 九州古文化研究会
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第 2節古代~中盤:の調査
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第22国溝状遺構出土鉄関連遺物

*復元f直 A残存{直

遊物 透構 種別 ロ後(cm) 器商
特徴 給ニt 色務 儀考

番号 i 怒位 器種 底径(cm) (cm) 焼成

27 20 
言壁状澄檎 土釘器

ム1.2
外箇:体部医転ナデ底部回転糸切り皇室耗苓しい r やややや教軟経

灰虫色
21翠 土不? *5.0 内llii:@l率五ナデ皇軍耗毒事しい

28 20 昇華状2走遺事構 ム1.7
外部・体部務室整不明綾部E吉章王糸切り皇室終審しい

務後色
5.4 F句喜若.磨耗のため不明

29 20 務1状~澄21欝燦 ム1.1
外活:体都議整不明底部回転糸切号簿耗著しい 窓、

淡後色苅ミワ 5.6 内llii:溶耗のため不現 やや軟

30 20 蒋憲状21透欝構 土釘器
ム1.4

外笛:体部包転ナデ底部回転糸切り 線砂ま立少量量 にぶい策澄色
土下? *6.4 内海回転ナデ 良

31 20 持壁状21遼欝干誇 土自軍器
ム0.9

外産主体部認霊童不明底部回転糸切り溶終審しい 砂革桑立少数 ま登色
郎? 6.6 内笛白紙ナデ

32 20 f誇状2r.遺事構 土部器
ム1.4

外国 f宇都Z調整不明底部回転糸切号潜耗著しい 砂華良立多重量 iこぶい策燈色会下。 *7.0 内笛回転ナデ

33 20 務1状~澄21爵檎 ム1.65
外llii体部総整不明底部沼転糸切り磨耗著しい 砂粒多数

にぷい策澄色
*7.6 内海員室耗のため不明 やや軟

34 20 務状2潟遺構 ム3.0
外部長室耗のため不明

長
にぶい策燈色

言語台付杯 *7.5 内在ii:o.害耗のため不明

35 20 持ま1状21透翠携 土釘器
ム3.5

外街:体部議整不明底部回転糸切り磨耗著しい 総砂粒多数
浅黄援色

高台{寸綜 *8.0 内llii:@l転ナデ やや軟

36 20 持章状2r.澄還檎
土郡岩号

ふ3.1
外出・体部・荷台凶事正ナデ底部沼率五ヘラ切り後ナデワ

淡後色
高台内赤色塗

高台{寸郎 *6.8 内湯島署耗のため不明 良 彩?

37 20 済状21遼欝構
土産事差是 *13.3 5.3 

外証言体部・言語合主主事正ナデ底部員蓄耗のため不明 砂粒良少数 援色
高台{す卸 *6.3 内llii包率五ナデ

38 20 詰ま状21澄翠構 土部器
ム1.7

外商:体部・3言台回転ナデ底部長室耗のため不明
淡後色

高台{寸茸ミ *6.0 内llii:磨耗のため不務 良

39 20 
岩壁状透檎 土部器 61.自

外llii:体部'il高台回転ナデ窓部回転へフ切りか
援色

21霞 言語台付探 *6.0 内在ii:磨耗のため不明 良

40 20 
誇き状透構 土郎著書

ム2.4
外言語体部・高台@l転ナデ底部毘事正糸切り 絢砂泣多雪量

後色
2n事 高台付却 内在五回転ナデ 良

41 20 持寄状上透j翠構 須至宝器
**-113183i ii Iムム3106iii I外外内内部E部部5 口綾部回転ナデ天井部四幅へフケズリ 良

灰色 iこぶい赤褐色
郎霊童 臣事正ナデ

42 20 i針上決意j覇童橋 須E玄器 E転ナデ

良
灰色 上層・査を下見署捜合

坪身 回転ナデ

43 20 液1状~遂2r.事事警 須J怒器 … … A一Zdz外外歪雪i:体部回転ナヂ底部回転糸切9
砂粒少量量 灰怠色

赤身 *6.4 包奪三ナデ やや教

44 20 語審状上遂扇者等 須J窓器 体部・荷台回転ナデ底部認重量不努 琵器砂良草立少量童 灰王立
高台{寸部 *7.1 呂転ナデ

45 20 t審状上澄j爵橋

号百喜量z豊

体部・荷台回転ナデ底部症型車五へフ切り後包転ナデ 砂粒多量量
灰色

ネ9.0 内E五回転ナデ後不整方向ナデ、平清 良

46 20 潜1状~活2霊溺平誇 *15.8 外llii回転ナデ 組砂粒少雲量
灰色ム3.95内否回転ナデ 良

47 20 液状日露遊葬軍誇 ム1.1外函.星雲耗のため不明赤色塗彩 ま器砂粒多量 宅霊色

*8.0 内面:磨耗のため不明赤色主主彩 良 赤褐王立」皇室彩i!1分s:)i)…
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第 3意長者屋敷遺跡

*復元{車 ム猿存値

務部|口径(悶)|器惑| 特徴
胎土

色ま露 備考
笠土師2器霊 ー ， 、 ，一、

坪。 ネ5.1
土自官器 |ム1.61~閣内出組TT 担割出向';'Jツ J最 iω、澄色 |内海底部に胸部。 *5.0 1 _..~ Ii*JOO:回転ナデ

土師器 *~.1 Iム1.151外間滋一:体[都←港・耗一のため不明底部医転糸切り
畠 1

1こぶ い腕 | 外罰に関
会下?

土邸器
会下。 *5.3 

土問器
綜? 5.5 

士郎器

土手? *5.5 
士郎議
土不。 *5.8 

士郎器

土干? *6.2 
土飯器 161.11外蕊体部総整不明底部回転糸切り潜耗者しい

土坪邸ワ器
ネ6.6

49 1 20 

50 1 20 

51 1 20 

52 1 20 

53 1 20 

54 1 20 

55 1 20 

56 J 20 

57 1 20 

58 1 20 

59 1 20 ム2.61外立ii:沼転ナデ
i F句話回転ナデ

ム3.01外蕊体部・高台践転ナデ底部認整不明
*6.8 1 -~.~ If句00:沼転ナデ

一 |ム1.451外積，体部・高台[お転ナテe 底部回転糸開
*7.2 I-"'~If勾留.回転ナデ

ム1.61外低体部・荷台回転ナデ法務因縁糸弼後ナデ
i内OO:@l童五ナデ後不整方向ナデ

i外00:体部・高台回転ナデ底部回転糸切り
3.15 1 

i内部:@l率五ナデ底部防車五ナデ後不整方向ナデ

i外箇 4体部・高台回転ナデ底部回転糸切り
i 底部硯として使用ワにより窓耗、平滑化

1.5 1 
I ..~ I内OO:u主部回転ナデ夜として使用により磨耗、平滑化

7.2 
i i 底部・毅窃に赤負顔料付着

ム6.61外街.ロ綾部~濡部殴転ナデ自然稔付審
i内街.口綾部~罪著書:防車正ナデ ロ空軍部自然対付藩

ム5.51外筒.隈部・荷台回転ナデ底部回転ヘラケズジ後回転ナデ
*8.8 1 -~.~ 1内箇.回転ナデ

一 iム2.71外箇.腕部回転ナデ底部殴転糸切り
*10.5 1 -_.. 1内箇:@l転ナデ

1 ̂， 0 1外箇.長室耗のため不明若手色塗彩iム1.31
*10.3 1 -"-1 内00磨耗のため不明赤色議彩

*17.21"" 1 外箇:~霊耗のため不続赤色塗彩
1 6.5 1 

*11.8 1 ~.- 1内箇.溶耗のため不続赤色主主彩

* 15.7 1 """ 1外箇.体部回転ナデ底部ヘラ切り後押圧か星雲耗毒事しい1 5.25 1 
*9.3 1 ~._~ 1内筒:1体部回転ナデ底部自転ナデ、狩圧か

1ム3.21外配体部・高台回転ナデ
*11.6 1 --'-1内OO:@l転ナデ

g ム2.31外筒体部・高台問転ナデ底部包転ヘラ切り後ナヂ
i内OO:@l転ナデ

ム3.31外筒:体部・蕊台翻転ナデ底部密転糸切り後ナデか
i内00:回転ナデ後黒色処理星雲耗苓しいためミガキは不明

60 1 20 

61 1 20 

62 1 20 

63 1 20 

64 J 20 

65 1 20 

66 1 20 

67 1 20 

68 1 21 

69 1 21 

70 1 21 

71 1 21 

72 1 21 

73 1 21 

74 1 21 ム3.91星雲耗のため不明

75 1 21 Iム10.51外商:粗いナデ・ハケメ怒耗等しい
i l内商:粗いナデ・へラケズヲ摩耗馨しし、

*12.0 1ム2.11外商:天井部在型転へラケズリロ綾部回転ナデ
- 1--"1内蔚:回転ナデ

*13.3 1ム3.91外商:限転ナデ
i l内面:回転ナデ

iム2.21外商:休部閉転ナデ底部E転糸切り
*7.8 1 --.-1内面:@l転ナデ

iム1.651外国:体諮問薮ナデ腹部西転糸切り
*6.3 I-"~~I 内面:邸転ナデ

ム2.41外商:体部・高台包転ナデ底部回転糸切り
i内函:殴転ナデ後不整方向ナデ

ム9.81外函頚部~勝部回転ナデ
|外面・空軍部~腕部回転ナデ

* 16.8 1 . ~ .J外国民綾部主主事正ナデ潟部平行口[Jき
iム5.051i i内面・ロ綾部包転ナデ鳶部同心汚状当て兵痕

…仇 1 "̂ 0 1外面口車華街・廃部回転ナデ続部平行叩きム6.81
i内函.ロ綾部・斎部回転ナデ続諮問心円状当て呉控室

i外函回転ナデ後本塁産方向ナデ
ム7.31内面.回転ナデ授として使用?によ号綴耗平滑化

赤色菱重料付去費

列ト面 E転ナデム5.21
i内面:@l転ナデ

76 1 21 

77 1 21 

78 1 21 

79 1 21 

80 1 21 

81 1 21 

82 1 21 

83 1 21 

84 1 21 

85 1 21 

紹砂ま立徽まま |淡灰色

良

砂粒多重量
良

砂粒多量玄
良

砂粒多重量
良

赤褐色(赤色護軍料)

灰色
灰オジープ色(自然薬事)

灰色

外商灰色

宣車窓蓑漫急
援色

野音赤燈色{赤色主義彩)

援を主

丞笠金控ゑ裟~)

浅黄援色、援色

底部欠綴

外商:1こぶい業主登色

怠麗ょ笈窓急一
外商:浅銭授色

白蔑議集
外函:燈色

滋思ぶぶじ遼皇

患部欠損

灰色 Lp~部打ち欠き

外00:策灰色

内密.赤褐色褐灰色

淡灰色

淡灰色
主査体部片転用碗

良 として使用?

灰褐e 繍書有毒宇!1M古式

備考

Eま苓としての使尽後、毅右に転用か

nu 
『
u



第 2節古代~中世の調査

5. 当該期の出土遺物(第23図図瓶17)

本調査において遺構に伴わないものや当該期に属さない遺構から出土した遺物のうち、古代のも

のを中心に実測可能なものを選別した。 86・87は土師器である o 86は葦で、宝珠状のつまみが残存

する。 87は土師器の杯もしくは小皿で、 E支部切り離しは回転糸切りである。立膚や溝状遺構より同

様なものが出土している。 88~107は須恵器である。 88は蓋と思われる。日縁端部が下方へ窪かに

屈曲し、沈線状の窪みが入る O 溝状遺構でも開様な例がみられる(第21図76)0 89~91は無高台の

杯で、 89の底部切り離しは静止糸切りである o 92・93は高台付杯で、 92は外方へ張る高台が付く。

93は底部周縁に高台が付くタイプで、焼成がやや悪い。 94は底部資料だが血と思われるo 95は高台

付皿である。 96~102は査である。 96~98は高台が付くもので長頚査の成部と思われる。 99はやや

大型で高台が付き、服部外面下位の高台捺にヘラ記号が梨まれる。底部の内外面には墨が付着して

いる。 100~1O2は高台のイすかないものである。 1011ま腕部下半から成部残存資料で回転ヘラケズリ

後、カキメが施される o 102は内閣に指頭圧痕が残る。 103~ 1O6は懇である。 103は頚部から膚部に

かけての残存資料で、頚部が直立気味に高く立ち上がるタイプである。庸部内面に関心円状の当て

相'( ⑬"---.l:コ
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第3叢長者屋敷遺跡:

遼物 t軍慰 地区/j遺構 稜 別 口径(cm) 器E事
特徴

給ニ仁 色調 備考
番号 番号 感{位 器手重 底径(cm) (cm) 焼成

86 23 
C4 土富市器 つまみ径 ム1.8担1)部;こ指頚EE疫星雲耗者しい

良
lこぶし、経色

TIIi霊 重量 3.2 

87 23 
SDI0 土飯器

ム0.8
外喜主体部認霊童不務底部回転糸切号室事耗苓しい

7倒畑やψ"や?ふム'数y 孟弘
外部:1こぶし、援色

土器土中 土手。 *4.7 河童íî:~耗のため不明 内笛:灰お色

88 23 
SDI0 2真E草書号 * 12.6 ム1.4外在n:回転ナデ η判官ノイ良叫ん二グ£込 淡灰色
士翌土中 重量 内道.密率五ナデ

89 23 
B3 須E霊器 ム1.55外回.体部回転ナデ底部静止糸切号 !l'W'，J/吋良4ιフF孟孝弘 灰色
E長雪 鍔て身 *8.1 内亙.体部医転ナデ底部閣総ナデ後不整方向ナデ

90 23 C4 須E草器
ム1.1

タトE 体部医事正ナデ底部閉転糸切号 砂粒少翠 外国:灰オヲブ色

TIIi雪 係身 *8.7 内面@l率五ナデ後不務方向ナデ 良 内面:灰色

91 23 
SD10 須慈若号

ム1.6
外泊体部回転ナデ忠商1回転糸切哲

良
外部:路管灰色

沼土ct 琢J智 *9.2 内面体部E苦車五ナデ互主lI;i回転ナデ後不号室方向ナデ 内部:灰色

92 23 
道路状遼手寄 Z真E霊器

ム2.0
外商体部・湾台回転ナデ

良
灰色 底部欠援

造成土中 言語台付杯 *8.9 内面回転ナデ島幸耗毒事しい

93 23 
B4 Z真怒号雲

ム1.2外商体部言理主査不明底部回転糸切り霊童終審しい
砂や絞や多童文設 自灰色

1 ~葬 高台付郊 内節，底部回転ナデ後不整方向ナデ

94 23 
C3 須Eま器 ム1.9外箇.体部沼署玉ナデ主主審s@l車正糸切り 芹WVY1良Fユムeグ孟a 灰色

感{立不明 血 *9.0 内箇.体1罰百回転ナデ立主部沼転ナデ後不整方向ナデ

95 23 
SDl1 須主主器 ム2.15

外箇:1本部・高台@l転ナデ底部回転*切りか ~.~7 'l良L 嗣晶 淡灰色 底部欠t員
t墨土中 荷台付五五 * 12.5 内箇:@l転ナデ

96 23 
C4 須互草器 ム2.2

外面:n持部・荷台沼転ナデ主主部沼率五糸切り?後包転ナデ 砂車立良少盤 灰色
E露霊 声高台付釜 * 10.8 内面:@]転ナデ

B4 須主草器 外面:B持部・荷台密転ナデ底部産自転糸切り 総砂粒多量 外国‘灰色
97 23 

IIR署 商台fす蚤 *10.8 
ム2.3

内面:密室正ナデ自然給付審 良
内00灰美千墨色
(自然絵)

98 23 
道路状遺構 須窓器

ム4.4
外面:B間部・高台包転ナデ底部組事正糸切り 砂粒長多量室 外面・灰色

造成土中 高台付愛 本8.2 内函:@l転ナデ 内面掲灰色、灰色

SDI0 須王室器
外国:服部下位呂転へフケズリ後回転ナデへフ記号

砂来立多雪量
99 23 ム4.4底部殴転糸切り察室撃痕銭。有り 灰色

土塁土中 高台付登 11.2 内面:飯事正ナデ底部lこ黒色物{撃か)付審 f主

100 23 
SD7 多E登窓器 ム2.3

外国:服部部総へフケズリ後回転ナデか底部調整不明 砂絞良多量詮 褐灰色
土置土中 ネ10.4 内00:a喜怒ナデ

101 23 
SDI0 須忍宣査器 ム4.85

外oo:R同部カキメ・回転へフケズジ後ナデ底部調霊童不明 砂殺良多重量 灰色
土壁土中 *13.6 内面:月間部・底部付近回転ナデ腕部上位に当て兵痕ワ

102 23 
道銭状透者専

日子
ム4.8

外田:月南部郎事正へフケズリ後ナデ底部組いナデ務雪量 砂来立長多重室 灰色
造成土中 *15.1 内00回転ナデ指頭産主主

B2 外00霊買部・蔚部自奪三ナデ魔部自然縁付審 砂来立少翠
103 23 

1 ~雪
ム8.1 内fffi:~真部緩い草書転ナデ

良
灰色

斎都民心円状当て兵痕

104 23 
B4 須E草器 *38.2 ム5.1

外ぉ回転ナデ押ヲi波状文 砂ま立良少傘 灰色
II~雪 霊童 河童5回転ナデ

105 23 
SDI0 須葱器

ム5.3
外苦言頚苦s@l事正ナデ済部平行タタキ

良

外道灰色

主主土中 雪量 内運5頭部回転ナデ・自然給付議採部i奇心河状当て""痕 内面灰色灰オリーブ色

106 23 
SDI0 須主主器 ム9.1

外蕊.平行タタキ 砂粒良多量 淡灰色 議胸部
淫土中 き霊 内言n:]草事会状当て兵痕

107 23 
SD10 須恵、器

ム6.0
外苦言.平行クタキ 砂粒多量 外包:E疋季語色

喜重胸部
古里土中 王室 河童ii:問心円状当て2主主主 内密.灰色

*復元f直 ム務存儀

具痕が認められる。 104は大型の護の口縁部で、外国には突帯状の低い盛り上がりが巡り、その下

に間痛の密な波状文が施される o 105は「く」字形に関く口縁部を持つタイプと思われる。 106・

107は胴部の破片資料である。 106は外面平行タタキ、内閣には車輪状当て具痕、 107は外面平行タ

タキ、内閣は詞J心円状当て具痕が残る。このような護の破片は道路状遺構や溝等、近世以降の遺構

中からも多く出土している。

第 3節近世以降の調査

1.概要(第24匿)

当該期、もしくはその可能性が高い遺構はA'B区で確認され、 A区では表土下に堆積する I層

(本章第 1節参照)上面で主に検出している O 確認した遺構は、道路状遺構 1と溝 9基 (SD 7 ~ 

15)である O 溝の配量をみると各溝の走舟が概ね平行ないし直交している。龍平のためす断されて

いるが、 SD8・12・13により長方形の区画が想定できる。また、 SD12・13間の距離と SDn・

14簡の距離が約 9~10mを測り大差ないことから、 SDn ・ 14についても伺様な可能性が指摘でき

ょう。このような配置から、溝は水田や畑地に伴う区画溝の可能性がある。 SD7・9・10もSD

12と走向がほぼ揃う oS D 7・10は切り合い関係から道路状遺構・ SD9より後出するものである。

なお、 SD7 は昭和54~56年度調査時検出の「東溝」と位量的に合致し、関一遺構であることが確

認された。
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第3節近世以降の調査

2 .道路状遺構(第25・26図国版18・19・20-1) 

A区南西側、 B1'B2.A1・A2・-A1'-A2・-B1・-B2グリッドにわたって検

出された。 1層上面において検出し、溝状遺構(本章第 2節)の埋没後に設けられる。概ね南北方

向に延びるが、北側と南側でやや東寄りに曲がる傾向にある。ほぽ問方向に走向する SD7・9・

10に切られる。検出面では平面形が楕円形状を呈する浅いピットが連続(いわゆる波板状凹凸酷)

して確認された。高側ではピットの平田形が円形に近くなり、やや深くなる。波板状的凸面の存在

など、昨今の道路遺構調査事例との比較により類似点が認められるため、道路状遺構として報告す

る。

波板状凹凸面及びピット列は講査区北側・南端部では郎平のためか確認されず、どのように延長

するのかは不明である。 SD7の底部に四凸面の痕跡が認められ (D-D')、本来の道糖は更に広

い。本遺構を挟んで検出された SD 9 . S D12はほぼ平行に延び(第24図)、規模も類似する O 両

溝間の距離は心々で、約3.5mを湖り、調講は道路の側溝であった可能性も考えられる。遺構を縦断

するセクション (A-A')、横新するセクション (C-C') を設け、堆積を確認した。縦断面で

は中央から北寄りにかけて深くなっている。断面観察から堆積のまとまりを大きく 3つに分け、

各々を第 1・2. 3閣と呼称し、以下に述べる。

第 1函 (31~58、 65~73層)堆積の最下面に該当する。ローム層及び溝状遺構の埋土上に浅い

楕円形状のピットが多数掘り込まれ、四凸面を形成している O ピットの密度が高く、平面的に各々

の切り合いを把握できず、 E-E'関における平面図で示した切り合いの多くは断面観察による推
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近世以降の調査第 3節

定である。浅い謹みの底面には数cm程度の小磯と土器片(主に須恵器片)が原則として敷かれてお

り、その点は上位の第 2面においても向様である。ピットが密に重複するあり方から、路面を幾度

も修獲した痕跡と考えている。下位には溝状遺構が埋没しており、鹿辺は地盤の強度が他の部分よ

りも脆弱だ、ったからかもしれない。ピット成田に小磯・土器片等を敷くのは修復部分の路床強化の

ためであろうか。埋土の多くはローム紹粒が混じる粘性の強い堆積で、明確な硬化部は認められず、

当時の路面は失われていると考える。

第2面 (6~22、 62~64層第 1 面の上位に堆積する層群であるo.E-E' 間では、不明な部

分もあるが概ね40~50cm程度の間摘をおいて浅いピットが連続して認められ、波板状回凸面を形成

している。ただしピットの掘り方を平面的に把握できなかったため、出面に敷かれた小磯・土器片

のまとまりと土層堆積の断面観察により推定した。ピットの埋土(6・17層)はしまりが弱い。

ット群は 8・11・10・14・21・22麗を掘り込んでいる。これらの堆積はいずれも硬化部分を持たず、

しまりも特別強くないため路面は失われていると考えるが、層中には20~50cm程度の比較的大きな

礁を含んでおり、基盤強化と推測する。このような堆積状況から当面における路床部分に該当する

と考える。

ピ

E -E'間以外のピットは多くが地山上面での検出のため、どの段階かはっきりしないが、

ト埋土や検出部レベルの近叡から、少なくとも第 1・2面を通して形成されたものと考えている。

第 3 留任 ~5 ・ 59~61層主にE -E'関において、第 2面の上位に堆積する題群である O

多くを削平により失っていると考えられる O 不暁な部分があるが、 3~5 層を浅い楕丹形状のピッ

トが掘り込んでおり、ピットの理土は 1層でしまりが弱いo E -E'関以外では検出レベルから削

平されていると考えるのが妥当であろう。
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儀考

しまり~~
39{こ類似粘性強

ローム絞少重量J昆
39・40{こ類似しま哲強

52{こ類似口一ム絞多重量浪

13に類似粘伎やや強

しまり~~
しまり~~
粘性強

粘性強

粘性強ローム絞少翠f昆
ローム粒少蚤I昆
ローム粒少ゑ浪

ローム粒少量量f昆
粘性強ローム絞少量j昆 49{こ類似

道路状遺構(第25劉) 土j警堆積一覧
備考 函|番号 腐名 色調

3 I 38 オリーブ褐色シノレト (2.5Y4/4) 
3 I 39 ~音褐色、ンノレト (10YR3/3) 

3 I 40 a音褐色シルト (lOYR3/3) 

3 I 41 竜灰色シルト (2.5Y4.5/1) 
3 I 42 s音褐色シノレト (10YR3/3) 

2 I 43 灰策褐色シルト (lOYR4/2) 

2 I 44 褐灰色シJレト (lOYR4/1) 
2 I 45 s膏褐色シノレト (lOYR3/3) 

2 I 46 a音褐色シノレト (1日YR3/4)

2 I 47 褐灰色シノレト (lOYR4/l) 

2 I 48 オジープ褐色シノレト 位.5Y4/4)
2 I 49 s音オリーブ褐色シノレト (2.5Y3/3) 

2 I 50 {こぶい策褐也シノレト (lOYR4/3) 

2 I 51 黒褐色シノレト α.5Y3/1) 

2 I 52 E正室電褐色シノレト (lOYR4/2) 
2 I 53 a昔オリーブ褐色、ンノレト (2.5Y3/3) 

2 I 54 階灰黄色シノレト (2.oY4/2) 

2 I 55 オリーブ褐色シノレト (2.5Y4/4) 38・48tこ類似ロームブロック多滋混

2 I 56 草褐色シノレト (lOYR3/1) ローム粒少数混液状液檎土塁土か

2 I 57 褐灰色シJレト (5YR4/1) 口ーム粒少重量混

2 I 58 褐灰色シノレト (lOYR3.5/l) 自ーム泣少量主主主

2 I 59 黄褐色シノレト (2.5Y5/3) ローム粒多笈混

60 オリーブ褐色シノレト (2.5Y4/3) しま哲強

61 a苦灰黄色シノレト (2.5Y4/2) しまり強

62 灰黄褐色シJレト (lOYR4/2) しまり強

63 'j竜灰色シノレト (2.5Y4/l) しまり強

64 オリーブ褐色シノレト α.5Y4/6) しま~'l主
缶 詰音オリーブ色シノレト (5Y4/3) しまり強

66 a音灰黄色シノレト (2.5Y3.5/2) しまり強小後少遼混

67 a音褐色シノレト (10Y罰3/3) しまり強

68 灰褐色シノレト (7.5YR4/2) ノj、談、土器紹片少量逮混

69 黒褐色シノレト (2.5Y3/2) しまり~~ 口ーム泣少量逮混

70 褐灰色シノレト (lOYR4/1.5) 54{こ類似小事選、土器級片少翠混

71 {こぶい策褐色、ンノレト (lOYR4/3) ロームブ口ック多翠混

72 'j竜褐色シノレト (2.5Y5/3) ロームブロック多量潟

73 a音策褐色シノレト (2.5Y6/6) ロームブロック多量逮混

F
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番号 j寝名 色溺

l 灰業褐色シJレト (lOYR4/2) 
2 灰黄褐色シノレト (10YR4/2) 

3 オリーブ褐色シノレト (2.5Y4/3)

4 主義褐色シノレト (2.5Y3/1) 

5 苦音灰黄色シjレト α.5Y5/2) ローム粒少怒混

8 灰芸者褐色シ，レト (10YR3.5/2) しま~~~
7 灰褐色シノレト (10YR4/2) 

8 オリーブ褐色シノレト (2.5Y4/3)
9 培褐色シノレト (lOYR3/4) 

10 黒字詰色シノレト α.5Y3/2) 

11 培褐色シノレト (10YR3/4) 

12 灰黄褐色シノレト (lOYR4/2) 

13 褐灰色シノレト (10YR4/1l 
14 褐色シノレト (7.5Y4/3) 

15 黒褐色シノレト (2.5Y3/l) しまり~~口一ム流少翠混
16 {こぶい黄褐色シルト(l日YR4/2.5) 口-j，泣少ゑ混

17 黒褐色シノレト (lOYR3.5/2) しまり弱ローム流少量霊主主

18 黒褐色シノレト (lOYR2/1.5) 

19 褐灰色シノレト (lOYR4/1.5) 口一ムブロック少数混

20 褐灰色シノレト (10YR4/1.5) ロームブF口ック多翠f昆
21 a音褐色シノレト (lOY託3.5/3) ローム絃少翠滋

22 緑黄褐色シノレト (lOYR6/6) 熔褐色系ブロック混

23 オヲーブ褐色シノレト (2.5Y4/4)

24 格灰色シノレト (7.5Y4/l) 

25 甥黄褐色シノレト (10YR6/6) 

26 黒褐色、ンノレト (10Y毘3/1l
27 にぶい策褐色シノレト(lOYR4/3)

28 蒸褐色シノレト (lOYR3/1.5) 炭少量動混

29 {こぶい策褐色、ンルト (10YR4/3) ロームブ口ック多遼渓

30 薬事島色シノレト (lOYR3/2) ローム絞・炭少量霊滋

31 褐灰色シノレト (lOYR3.5/1) ローム絞少翠混

32 にぶい糞褐色シノレト(lOYR4/2.5) ローム絞少盤渓

33 褐灰色、ン/レト (10YR4/1.5) ローム粒少翠溺

34 にぶい黄褐色シノレト(lOYR4/2.5)
35 灰黄掲色シノレト (lOY泌 /2.5) ローム粒多遼混

36 褐灰色シルト (7.5Y4/1.5) 口ーム粒多数混粘性強

37 褐灰色シノレト (7.5Y3.5/ll 

しまり弱

ローム粒少数混

ローム粒少傘混

ロームブロック多懇話霊

祭褐色系ブ口ック渓

ローム粒少翠j昆
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灰白色
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紀前系

!E書官系

110 I 26 月宮前系

111 I 26 

Cl I 26 

本遺構出土遺物を第26閣に示した。破片資料が多く出土量も多くないため、各面の時期差につい

ては言及できない。 108~110は現前系の磁器である。 108は碗である O 体部はやや内湾しながら外

傾し、外面に草花文を描く o 109は小杯である。施粕が粗雑で高台下位に紬が及んでいない。 110は

紅猪口である。小型で施稿は粗雑である O 体部外国に文様を描く。 19世紀前半頃のものか。 111は

陶器の血で、体部外面上半と内面に縁白色を呈する軸を施す。畳付に砂目痕が残る。 C1は銅銭で、

寛永通宝である。裏面に「文」字の入る一文銭で、いわゆる新寛永である O

3. 溝

SD7・8・9・10(第27・28罷 題 版20-2 ~ 4、21-5) 

A区南西側のB1 . B 2・A1・A2・-A1'-A2'-B1・-B2グリッドにかけて干食出

された。いずれも I層上面での検出であるo S D10はSD9を切って掘り込まれる O 溝 7・9. 10 

は概ね南北方向に走向し、北方向へ流下する。 SD8は東西方向を指向する。

SD7 は幅が0.67m~ 1.25限、検出面からの深さが最大で、54cmを測り、東側はテラス状に段を持

って掘り込まれる箇所がある o S D 9 は幅約0.25~0.4m、検出面からの深さ約30c股で、北側は調査

地外に延びる。 SD10は幅0.55~0.95m、検出酷からの深さ約50cmを測り、規模は SD7 に近似す

るo S D 8は騒O.4m弱で、西側は収束し、東側は調査区外に延びる。 SD7・9・10埋土は基本的

に粘性が強いが、若干の砂粒を含んでいる。

SD7・10出土遺物を第28鴎に示した。 SD8・9からは土器細片を少量検出しているが、図化

百I龍なものは無かった。 112・113はSD7出土である。 112は陶器の鉢で、日縁端部を断罰三角形

状に内側へ肥厚させ、体部外面は蓮弁状にする。黒褐色粧を外面と口縁部内面に施す。 113は肥前

系磁器の鉢と思われる。口縁端部を内側へ小さく肥摩させ、断面は三角形状を呈する。外国には呉

須による圏線、文様が描かれる。 114・115はSD10出土である o 114は陶器の盟と思われる O 口縁

部を欠損しており、外語は無稀である。内面には暗褐色・黄褐色を呈する粧が施される o 115は肥

前系磁器の盟である。高台部分を欠損し、内面には呉須による園線・文様が描かれる。
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A 

黒褐色シルト(lOYR3/1)ローム粒i昆
灰主主褐色シルト (lOYR4/2)
祭褐色シルト(lOYR312) ローム絞混

H奇褐色シルト (lOYR3/3) ローム粒多量j見
褐灰色シルト (lOYR4/1)
E昔褐色シルト (lOYR3/4) ローム絞多量滋
l法茶褐色シルト (lOYR3/3) 1 胞に類似
にぶい黄褐色シルト (lOYR4/3)

日音褐色シルト (lOYR3/3)
E疋褐色シルト (7.5YR412)

灰褐色シルト (7.5YR4/2) ローム絞滋
s吾褐色シルト (7.5YR3/3)

lこぶい黄褐色シルト (lOYR4/3)
ローム粒多蚤滋

褐色シルト (7.5YR4/3)土器産自片j見
続褐色シルト (7.5YR3/3)

晃三褐色シルト (7.5YR3/2) ローム粒多設混
務質褐色シ)vト (lOYR6/6)

Il)j'iを褐色紗焚シルト (lOYR6/6)
累褐色シルト (7.5YR3!l)

ロームブロック多愛混

20 黒褐色シルト (7.5YR3/3) ローム粒多気ti.見
21 JW.，褐色シルト (lOYR3/2)粘性強

ローム絞少量混
にぶい黄褐色シルト (lOYR4/3)

ローム粒少最混
灰褐色シルト (7.5YR412)

褐色シルト (7.5YR4/3) ローム粒少最混
褐色シルト (7.5YR4/3) ローム校多量混

褐色シルト (7.5YR4/3)

ロームプロック少議混

H者褐色シルト (7.5YR3/3) ローム殺少量混
巣褐色シルト (7.5YR312) ローム粒多蚤混

E黒褐色シルト (7.5YR212)粘性強

ローム粒少量混
褐色シルト (7.5YR4/3) ローム粒少長混

Z音褐色シルト (7.5YR3/3) ローム粒少量混
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51.40m 
A 玄7

7で手ミごプ
奇茶褐色シルト (lOYR3/3)
fを渇色ロームのま田粒を密Lこ含む

!情茶褐色シルト (lOYR3/3)
業褐色ロームの綴粒を少楚含む

自音茶褐色シルト (lOYR3/3)

黄褐色ロームの網粒を多く含む
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第 3章長者屋敷遺跡

刊住空?
112 

?l:4q咽

i翠物 挿図

番号 番号 (cm) 

112 28 SD7 
ム4.9

主主土中 喜卒

113 28 SD9 陶器 ム1.4
理土中 血? ネ4.3

114 28 
SD7 磁器 ム2.2
若草土中 鉢。

115 28 SD9 磁器 *12.1 ム2.6
主皇土中 JIIl 

116 28 SD11 磁器 *9.7 ム1.7
主塁土中 思

117 28 SD11 磁器 ム2.5
主主土中 綴? *3.8 

¥------1=グ113

守三士Vn

堅調
ミ乙コ正之15 }五J117

第28図 SD7・10・11出土遺物

市復元{寵 ム残存{車

特徴
絵ごt

色E調 鏑考
焼成

外商.口縁~体部i牽弁事震に主題号込み、書草褐色車産施手告 施華申告s:蒸褐色
内菌.口綾部喜翼手島色幸吉施殺体liIl祭給口クロナデ 童書給部灰色

外00:体部ロクロナデ底部ロタロケズリ祭殺 密 外苦言:灰色

内00:絡橋色、黄緑色殺を施幸吉 良 内海:野音褐色芸者緑色

外喜ii:ロ縁~体部呉須によるE塁線・文様 密 内外箇主主軍事部:灰白色
内笛.ロ綾部施軍事体昔話は祭翁か 良 内磁霊童給部.褐白色

外00:主語絵 総砂粒徽雲量 明褐灰色 紀前系
内00:主主総呉須による塁塁線等 良
外OO:Jl若草文 密

灰色色 RE前系
内面.闘方事奉文 良
外面:高台上位に塁塁線主義付祭給 宅苦

灰白色 RE前系
内面:表面欠援のため不務 良

S D11 (第27・28図 匿 版21-2・5) 

A区D5~D6 グリッド、緩斜面に位置する。検出した長さは12mで、南東から北茜方向に車線

状に延びる。幅は最大2.6m、深さは北西端で、50cmを測る。底面の標高は北西端が南東端より 60cm

低い。理土中は暗褐色シルトで、砂離の混入など流水の痕跡は窺われない。遺物は埋土中から肥前

系の磁器116、117が出土している。

S D12 (第29関 図 版21-3) 

A区A2 . -A 2グリッド、綾斜面に位置する。検出した長さは11.6mで、南北方向に直線状に

延びる。北端は龍平され、遺存していない。幅は最大54cm、深さは 8cmで、ある。断面形は盟状を呈

する。埋土は茶褐色シルトで I層に近似する。遺物は須恵器片が 1点出土している。

S D13 (第29臨 悶 版20-5) 

A区B2.C3グリッド、競斜面に位遣する O 検出した長さは15.5mで、平面形がL字状を呈す

る。幅はA-A'ラインで、82cm、深さは20cmを淵る。屈曲部から西端にかけて 2段堀となる。埋土

は茶褐色シルトで l層と近似する。遺物は出土していない。

S D14 (第29図 図 版21-1) 

A区C4.C5グリッド、援斜面に位量する O 検出した長さは5.6mで、南東から北西方向に直

線状に延びる O 踊は最大で、65cm、深さはlOcmを測る。埋土は茶謁色シルトで I層と近似する。遺物

は出土していない。

S D15 (第29図 図 版21-4) 

B区E7・E8グリッド、平坦地に位量する。検出した長さは16.5mで、 B区北西端でL字状に

屈曲する。東端は調査区外へと延び、高端、および西端は、削平され遺存していなし」検出した長

さ 16.5m、幅1.0~1.5m、深さ0.28mを測る。成面の標高は屈曲部が最も低く、東端より約20cm低い。

埋土中に砂擦の混入など流水の痕跡は窺えない。遺物は出土していない。

-38-
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l 茶褐色シルト

(lOYR3/3) 

C モ三::

A' 

豆1.20m
A A' 

1 茶褐色シルト

(lOYR3/3) 

音茶褐色シルト (7.5YR212)jを褐色ロームの親日粒を多く含む

第29歯 SD12・13・14・15
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第 3章長者屋敷遺跡

第4節 弥生時代の調査、およびその他の遺構・遺物

1 .概要(第30思)

AIK西側で土坑4基、ピット10基、 B区で土坑 2基を確認した。 SK5・7は困層上面、その他

の遺構はN層、もしくはV麗上田で検出している。 SK2からは弥生時代中期後葉の土器が多量に

出土している o S K 2以外に調査底内において当該期の遺構は検出されていない。 SK3・4は落

とし穴と考えられ、その他の遺構については時期や性格を特定するには主っていない。

2.土坑

S K 2 (第31図 国 版22)

A区一 A1グリッド、標高51.40mの平坦地に位置する O 長軸2.47m、短軸 1.25mの長方形を呈

する。検出簡からの深さは46cmで、ある。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、北東隅でややオーバーハン

グする O 底面はほぼ平却である O 埋土は22層に細分される。各層とも V層(黄褐色ローム)の細粒

やブロックを含み、少量ではあるが弥生時代中期後葉の土器片が出土している。 18、20層について

は本遺構が埋没した後に形成された遺構の埋ことの可能性が高い。

底面の東側を中心とした範囲で多量の弥生土器片が出土している。完存する大型の壷120は横倒

しにつぶれた状態で出土しており、頚部や鋼部破片の一部が誼側に50~60cmほど離れた場所に散乱

している。その他の土器はばらばらの状態で積み重なっており、個体毎にまとまった出土状況は窺
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第 4節 弥生時代の調資、およびその他の遺構・遺物
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土器 (120) 出土状況

51.50m 
22 

B' 黒褐色シルト (85Y3/1)
B 

12 lIi音オリーブ褐色シルト (2，5Y3/3)

2 ~塁褐色シルト (lOYR2/2) 13 踏灰黄褐色シjレト (2，5Y4/2)

3 ~黒褐色シルト (2，5Y312) 14 黒褐色シルト (lOYR3/2)
4 黒褐色シルト (lOYR3/2) 15 祭褐色シルト (lOYR3/2)

5 ~黒色シルト (lOYR2/2) 16 オリーブ緊急シルト (5Y212)

6 灰黄褐色シルト (lOYR412) 17 黒色シルト (lOYR212)

7 褐灰色シルト (lOYR4/1) 18 オリーブ褐色シルト (2，5Y2/2)

8 黒色シルト (5Y3/l) 19 黒色シルト (lOYR2/1)
9 n昔褐色シルト (lOYR3/4) 20 黒褐色シルト (10YR2/2)

100音褐色シ)vト (lOYR3/4) 21 黒色シルト (2，5Y2!l)
11 n音褐色シルト (lOYR3/3) 22 灰黄色シルト (2，5Y4/1)

1:30 1m 

一

第31圏 SK2

われない。また、底部まで復元できる護136もあるが、完存するものはみられない。その他に台石

S 2 、拳大~人頭大の擦が土器とともに出土している。出土した土器が概ね松井国~N期に比定さ

れることから、遺物は弥生時代中期後葉に本土坑内に礎棄されたと考えられるの

SK2 出土土器(第32~35図国版23~27)

118~128は壷である。 118は外に窟曲する口縁部に榔描文が施され、端部には出線文が I 条巡る O

120は高さ70cmの大型品で、内面のハケ調整が上半まで達していない。 127は脚付査で、高さのある

脚台部を持つと考えられる。また、腕部最大径付近の外面に刺突文が施され、胎土が赤褐色を呈す

る。吉備地方からの搬入品である可能性がある。 128は台付壷の脚台部と考えられ、 127と同じく胎

土が赤褐色を呈する。 129~146は護である。 129は指頭圧痕鮎付突帯を持つが、指頭圧痕は丁寧に

は施されていない。 130、 132~135、 137は訂縁端部を上下に大きく拡張し、断面T字;氏、もしくは

逆L字状の内傾する口縁帯をもっ。 136はほぼ直立する口縁苦をもち、胎土が赤褐色を呈する。 146

は小型品である。 155は大型の高杯、 156は器台の服部と考えられ、 156の外聞には赤色塗彩が施さ

τeA 
AA 
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第 4節 弥生時代の識変、およびその他の遺構・遺物

127 

128 

133 

134 135 

o 1 :4Ocm  

第33国 SK2出土土器(2 ) 
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第 4節 弥生時代の調査、およびその他の遺構・遺物

q四

第35図 SK2出土石器

*復元鐙 ム残存健

造番物号 持番函号 遺隠 構位 務努 E極IJ 議存率 纏口径径((ccmm〉) 器(cmEZ) 特徴 給焼土成 色調 自韓考

SK2 弥生土器 ロ隷部~務部上半 *30.0 
外商口毅平準部鑓措文総部[I!J幾文1条該部部長率文5条

1組以下の畠色砂粒を吉む
118 37 ム30.9 刻 み 自ハケ iこぶい授色

床iJ[ 警 3/5 内互5ロ綾部ナデ空軍~続部ハケ 良

SK2 弥生土器 口綾部~鰐部上半 *33.0 
外国口綾部凶毒事文3条刻み目至高音5凶暴墨文7条 1m星稜の自色砂粒を含む

119 37 ム27.0 ハケ胸部ハケ 後色

2/5 内面ロ綾部ナヂ額~務部ハケ g 

SK2 弥生土器 27.8 
外冨臼綾部凹録文3条空軍部包縁文6条

I阻穫の虫色砂ま立を吉む
120 37 ほl王完存 ム70.5

内面白ハ級ケ事E:~揮官続:ハ部ケハ後ケミガ底キ部ヘラケズヲ 頭部指頭注痕
にぷい笹色

深夜 雪量 10.0 隠

121 37 
SK2 弥生土器 ロ縁部~霊童部 23.6 ム12.8外00:0綾部沼綾文察5条部 頚富1回 線 文 ハ ケ l間程の自色息砂粒を吉む

授 色
5軽度 書 4/5 内00:0綾部ナヂ ハケ

122 37 S5装KEZ2 弥生帯土器 o綾部~頚部 *23.5 ム7.2 外00口ロ綾綾部部[I!J毒事文3条展望務耗部の潜た耗めの霊薄た型霊め不宮明警護不明 l盟主呈の自生a砂殺を吉む
策燈色

4/5 内笛: ナデ重要部

123 37 S深K夜2 弥生密土器 ロ綾部~月男都上半 *22‘9 ム29.1
外国ロ綾部凶毒事文3条察部回議文6条総額:上半ハケ 1臨程の白色皇砂殺を吉む

援色
3/5 内室5ロ綾部ナデ霊軍部務部上山ハケ 一部指瀦思議

124 37 
SK2 弥生登土器 ロ綾部~務部 24.6 ム10.9外剖ロ口綾縁部部関室率文3条堅実部ハケ関線文5条 llll!ll以下の白修色砂粒を吉む

にぷい賛援色
康Eま 3/5 内面: ナデ至高蔀Eハケ

125 38 
SK2 

弥生霊堂土器
ロ綾部~察部 22.2 ム10.2外国ロ綾部回線文2条、至ケ高部一ハ部ケ諒回察線庄文IJ{ I悶径の白色怠砂粒を含む iこぶい気密色

康iJ[ 4/5 内00ロ綾部ナヂ務部ノ

126 38 
SK2 弥生土器 ロ綾1部/~4頚部 *28.4 ム5.6 外内E密5::Eロ3綾綾部部ナ閉緩ヂ文渡3条部E空軍下部島幸ハ耗ケのためま璽塗不明

l国設の白色息砂絞を吉む
援色

SK2 弥生土器 ロ綾部~月再読 *18.8 
外 面:0豪華額回線文3条指瑛庄漆鈷付突事告

l阻以下のお色砂粒を吉む
127 38 ム16.5 胸部中程約笑文上上半半ハハケケ下半へラミガキ 赤掲患 外部赤急塗彩

康E霊 淘付室登 4/5 内00:口綾部ナヂ務部 下半へラミガキ 員

128 38 S5RKEZ 2 弥台生付土蚤器 ほ駒iま完郡存 ム10.0外国:1務草部書官邸毒患文4奈リ 綾端部部ナ出ヂ銭文2条 1""以下の畠t色z砂粒を含む 赤褐色
11.6 内00 へラケズ

SK2 弥生土器 ロ綾部~胸部 ネ 16.0 外国口綾部沼憲章文4条詣頚庄主主貼付突檎を持つ 1-2阻のお急砂粧を密に吉む
129 38 ム18.0 E警官官上半ハケ務部 にぶい議燈色

夜iJ[ 号車 2/5 内萄口綾部ナデ 上半ハケ指頭庄痕下山ヘラケズ世 良

130 38 
SK2 弥生雪量土器 ロ綾部2~/続5部?半 *16.6 ム22.2

外函ロ綾部回線文4条続部上半ハケ下半へラミガキ 総砂粒良多量 iこぶい糞援e外務赤色塗彩
康iJ[ 内函ロ綾部ナデ月調書苦ト半ハケ下半へラケズリ

131 38 S康Ksz2 
ロ綾部~務部上半 *17.2 ム13.0外国 ロ綾部閉緩文3条罪務事耗部の上た半めハ言調ケ整不 l国寝の自邑得砂絃を含む lこぶい策後色

1/6 内面ロ綾部ナヂ胸部 明

132 38 S尿K5Z2 門官器
口綾部~務部上半 20.55 ム10.5外00:0豪華麗:回線文5条部上胸半部ハハケケ指iiii尽 l臨程のお患怠砂殺を吉む iこぶい爽笹急

3/5 内00ロ綾部ナデ燐 君主

133 38 S床K皇室2 l弥生事土器 口綾部~続部上半 *21.3 ム13.0
外務:ロ綾部印主義文5条胸部ノ、ケ 1盟以下の畠車色砂殺を富む iこぶい援色

1/4 内冨ロ綾部ナデ月男都ハケ

134 38 
SK2 弥生土器 口綾部~続部上半 *21.7 

ム7.0
外密口綾部[I!J毒事文4条胸部ハケ 1間以下の鼠邑砂粒を吉む

赤褐色
球E霊 号車 1/8 内街:0綾部ナデ E建都島幸耗のため務霊童不明 良

SK2 弥生土器 ロ縁部~腐部上半 *22.2 外国口綾部白線文5条続都議耗のため爾整不明 l間程の白色砂粒をきむ
淡黄f昌患135 38 

球ii!: 雪量 1/8 
ム6.6

内喜吉ロ綾部ナデ務部上半ハケ 良

136 39 
SK2 弥生土器 羽綾部~底部 14.9 

ム28.4
外国口綾部閣議文3条務部上半ハケ下半ミガキ l阻穫の白色砂殺を含む

赤褐色
沫ii!: 喜連 3/5 4.9 内亙ロ縁部ナデ続部上半ハケ下半ヘラケズ日 良

137 39 
SK2 弥生土器 ロ綾部 *19.8 

ム2.9
外国:ロ綾部回線文4条 1盟以下のお色砂粒を古む

橋灰色
床ii!: 号車 1/8 内務:ロ綾部ナデ 良

138 
SK2 弥生土器 ロ綾部 *14.6 

ム3.8
外面:ロ縁部回綴文4条 1罰密:ノ、グ 1間以下の由色聖書牲を吉む

褐灰色39 
き聾 1/4 内面:0綾部ナデ胸部上半ハケ 良床運Z

SK2 弥生土器 ロ縁部 *14.5 
ム3.3

外由:0縁部[I!J緩文3条関部ハケ 1血稜の自色砂殺を吉む
援色139 39 

5車 1/2 内密:ロ綾部ナデ F局部ハケ床蕊 良

140 39 
SK2 弥生土器 ロ綾部

ム4.45
外国:司綾部回線文月号部ハケ I国以下の自患砂設を吉む

iこぶい策径色
涼喜主 音量 1/8 内記:口綾部ナデ務部露呈耗のため幾重富不明 良

39 
SK2 弥生土器 ロ縁部 *16.2 

ム3.5
外国口綾部回線文2条鰐部ハケ 1""♀n の泡色紗粧を吉む

褐灰色
ぬ142と!奇-，習体

141 
方、尿薩 雪量 1/6 内喜吉口縁怒ナデ 良

142 
SK2 弥生土器 口縁部 * 15.6 

ム5.4
封ト萄・ロ綾部回線文2条務部ハケ 1""以?の畠色砂殺を吉む

にぷい策援色
ぬ141と{胃-~重体

39 
5理 1/8 内亙ロ綾部ナデ か。床ii!: 良

143 39 
SK2 弥生土器 ロ綾部 *16.1 

ム2.55
外国口綾部閉毅文4条 1"，以下の自色砂粒を吉む

にぷい策授色
F長ii!: 至理 1/8 内密ロ綾部ナデ 良

144 39 
SK2 弥生土器 ロ綾部 *13.0 

ム4.5
外E ロ綾部回線文3条網部ハケ 1出廷の自色砂主立を吉む

灰葉格邑
尿ii!: 号車 1/8 内E示ロ綾部ナデ腕部ハケ 良

145 39 
SK2 弥生土器 ロ綾部 キ12.8

，0，4.55 
外出口綾部白線文2条騎部ハケワ l悶以下の白色砂粧を含む

にぷい焚笹色
床喜草 号車 1/8 内00:0綾部ナデ鯛部ハケ 良

SK2 弥生土器 口綾部-!等部上半 *9.8 
ム8.6

外出口綾部[I!J緩文4条胸部ハケ l回以下の自色砂殺を吉む
後色146 39 

至理 1/5 内密臼綾部ナデ務部へラケズリ涼夜 良

=d 4 



第 3章長者屋敷遺跡

1:審翠物畠 |翠 通躍霊量 檎位 穏塁塁 即穏l 務存率 鹿口径fZ((朋聞)) 

5K2 弥生土器 劇部下半~援部
147 39 

F程蕊 宣E・5聾 3/5 *8.0 

148 39 
5K2 弥生土器 務部下半~底部

涼il!: 登・霊童 底部完存 第 7.8

5K2 弥生土器 続部下半~底部
149 39 

宣霊・雪量 底部1/2床il!: *8.0 

5K2 弥生土器 務部下車~底部
150 39 

床il!: 登.~草 底部1/2 *8.4 

5K2 弥生土器 際部下半~底部
151 39 

康il!: 査室・霊童 患部1/3 *7.6 

5K2 弥生土器 E揮官官下半~患部
152 39 

床il!: 蚤・饗 底部完存 持者7.2

5K2 弥生土器 鋼部下半~底部
153 39 

家庭 査を・5軍 底部完存 *6.3 

5K2 弥生土器 胸部下半~底部
154 39 

沫ill: 蚤・霊童 底部ほiま完存 ネ9.4

5K2 弥生土器 口綾部~受部 *37.0 
39 

*il!: 務部 1/8 

5K2 弥生土器 縁部 関径16.8
39 

床ill: 器台 1/8 

れている。

S K 3 (第36函図版28-1) 

器(cm高} 

ム15.5

ム8.9

ム8.7

ム7.4

ム7.8

ム7.0

ム6.3

ム4.9

ム7.5

ム13.1

特徴 焼除土成 龍E調

タト函ーハケ後へラミガキ l国穫の白色砂章立を吉む
径邑

内密へラケズF 良

外産主へラミガキ 1"，程の自色砂絞を吉む
後色

内蕊 eハケ 良

外国:へァミガキ 1国懇のお古主砂設を吉む
にぶい鐙色

内沼:へラケズリ底部指務庄控室 良

外国:へラミガキ I間程の由邑砂殺を吉む
iこぶい援色

内面:ヘラケズリ底部街宣真EE痕 良

外国へラミガキ l国稜の白色砂泣を含む
iこぶい控王立

内節へラケズヲ底部ナデ 良

外tliiへラミガキ 1間程の白色紗殺を含む
赤後生

内tliiヘラケズ9Jts.部捻互買皮痕 良

外国，へフミガキ 1""以 rの白色砂章立を吉む
主霊色

内務へラケズリ 良

外笛へラミガキ 1阻以下の白色砂粧を含む
lこぶい掻色

内函へラケズリ庭部指護法痕 良

外国 p綾上橋部図録文3条ロ毒素部閉毒事文6条見書留:へフミガキ l悶以下出自色砂殺を吉む
澄色

内筒:P綾部ナデ E間部ハケ

外 国 回 線 文 ハ ケ

内函へラケスy

良

l図 以 rのi3e砂粒を舎な
極意

良

繍考

3.8 11華麗iこ主主熱による剥長蓄が認められる

*復元{寵 ム残存鐙

自韓考

内蕊炭化物付着

外tlii赤色塗彩

A区B2グリッド、標高51.lOmの緩斜面に位置する。平面形は長径1.48m、短掻O.9cmの楕円形

を呈し、検出酉からの深さは99cmを測る。嵐面に円形のピットが2基存在する o P 1は長軸50cm、

短軸20cm、深さ42cm、P2は窪17cm、深さ35cmを測る O 遺物は出土していない。形態から落とし穴

と考えられる。

S K 4 (第36関図版28-2・3) 

A区一 A1グリッド、標高51.30mの平控地に位置する O 王子部形は長径1.38m、短径O.96mの楕円

形を呈する。検出面からの深さは1.1mで、ある。底面には径12cmの円形のピットが存在する。深さ

32cmで、ある。遺物は出土していない。形態から落とし穴と考えられる。

S K 5 (第36図鴎版28-4 ~ 6) 

B 1グリッドに位置する。 E層上面において検出した。課査地境で検出したため、一部調査区を

拡張している O 平面形は不整な方形を呈し、長軸1.18m、短軸1.08m、深さは約45cmを測る。断面

形は逆台形で、嵐面には出凸がある O 遺物は出土せず、時鰐や性格については不明である。

S K 6 (第36関関版29-1) 

B区E7グリッド、標高52.00mの平坦地に位量する o N層上聞で検出した。平田形は直窪56cm

の円形を呈する。断面形は阻状で、検出語からのi深菜さは 9c叩mで、ある。埋土中に lは土O.5~、-

化物を多く合むO 遺物は出土していない。

S K 7 (第36悶悶版29-2) 

B区E8グリッド、標高52.10mの平坦地に位量する。 III-16層上面で検出した。南側は SD2

により切られる。平商形は長径90cm、短窪50cm以上の楕丹形を呈する。新面形は逆台形で、検出面

からの深さは15cmである O 遺物は出土していない。
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弥生時代の調査、およびその他の遺構・遺物第 4節
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!f，褐色シルト (7.5Y3/1)
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SK3・4・5・6 • 7 第36図

黒褐色シルト(lOYR1.7/1l

ピット計測表

遺構名 グリッド 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 土色

Pl AO 30 25 16 5者褐色シノレト(7.5YR3/3)、土郎総片を含む

P2 AO 50 44 24 時褐色シノレト(7.5YR3/3)

P3 AO 40 30 27 時褐色シルト(7.5YR3/3)

P4 AO 36 30 25 黒褐色シノレト(lOYR3/2)

P5 Al 43 37 22 黒褐色シノレト(10YR3/2)

P6 Bl 45 44 13 黒褐色シノレト(lOYR3/2)

P7 B2 60 50 13 陪褐色シノレト(7.5YR3/3)

P8 B2 24 20 14 H音褐色シルト(7.5YR3/3)

P9 A2 34 30 10 日音褐色シルト(7.5YR3/3)

PIO …Al 37 35 24 黒褐色シノレト(lOYR3/2)

け
JAA 

第 1表



第 3章長者屋敷遺跡

3. ピット(第 1表第30図)

A区西側でピットを10基確認している O 埋土はすべて単層で、黒褐色系のものと褐色系のものに

大部される o P 1からは土師器の細片が出土しているが、時期は特定できない。柱痕を確認できた

ものはなく、調査範囲において規則的に並んでいる様子も窺えない。

4.遺構外遺物(第37図図版29-3 ~ 5) 

S 3は用途不明品であるO 表面には自然面が残る。両側縁は細かな剥離が施されているが、鋭利

ではなく、やや摩滅している。基部付近の側縁には扶りが入れられ、茎を作りだしているようにも

見える。未成品か。 F12・13は豆層、 F14は盟層から出土している。 F13は三角形を呈する。鍛打

によるものか、ややねじれが生じている O

く二〉

Cコ
くこ〉

S3 

1:2 5c臨
l 一一一一」

一血-~tA 

ど。--~ 
。ι二三三五ヨ二 F13

O 
F14 

CJF12  

1:2 5cm 
L__  __  一一一一一一一一一一」

第37図 遺構外出土石器・鉄関連遺物

備考
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第4章坂長下屋敷遺跡

第 l節遺跡の立地と土層堆積

1.遺跡の立地(第38国)

第 1節遺跡の立地と土層堆積

遺跡は長者屋敷遺跡から谷地形を挟み、約400m離れた台地上に位置する。谷地形は調査地の南

舗で収束し、南東側には現在の集落が広がっている。

調査は北側の調査区をA区、南側の謂査区をB区として行った。調査離はA区が耕作地、 B区が

耕作土の上に真砂土を造成し、駐車場として利用されていた。地表面の標高はA区で約55.27~

55.56m、B箆は約55.32m~55.80mである。

2. 調査地の土麗堆積(第39図)

堆積状況を確認するためのトレンチを設定し(第40関)、掘り下げを行った。調査区の東壁、お

よび西壁の土層断面を記録した。断面観察の結果、調査地周辺は鴎場整備などにともない削平・造

成がなされ、地形が改変されていることが判明した。とくにA区北壁際と B区北儲は部平が著しいo

A区南側から B 底北鵠にかけて (R42 ・ 43グリッド~Q42 ・ 43グリッド周辺)は谷地形をなし、こ

の部分にのみ黒褐色シルト(I ~V層)が堆積していた。ローム上国にて検出した遺構にも黒謁色

系の埋土をもつものが多いことから、本来は黒褐色シルトが調査地崩辺を被覆していたものと思わ

れる。このうち I層はR42・43グリッド罵辺に堆積し、古代の遺物を包含する。
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第 1節遺跡の立地と土層堆積

調査識の堆積状況を下記に記す。

I麗:黒掲色シルト

AIK南傑に 5~20cmの厚さで堆積する。吉代の遺物(第56図)が出土している O

E層:黒褐色シルト

A区南側に 5~28cmの厚さで堆積する。上部で古代の遺構を検出した。上面での標高は約

55.30~55.50mである。遺物は出土していない。

班層:黒褐色シルト

A区南慨に 6~22cmの厚さで堆積する。遺物は出土していないo

N層:黒褐色シルト

Q42・43グリッド周辺のみに約lOcmの厚さで堆積する。遺物は出土していないが、 SD

1・2を被覆する層で、平安時代以降に堆積したと考えられる O

V層:黒褐色シルト

Q43グリッドにわずかに残存する。上面で吉代の遺構を検出した。遺物は出土していないo

u層:暁褐色粘土

班~刃層:ローム

色調により 6層に分けられる。四層が明褐色、四層が淡褐色、立層がにぶい褐色、 X層が

明黄褐色、 E層が明褐急を呈する。

Y=-85794 
十042 +P42 十Q42 十R42 十S42

+ Y=-85794 
十N42 T42 

/ 

エ三-85785 -l- ----..;:::::壬毛と戸』 +日 A-- / 
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第4章坂長下屋敷遺跡

第2節古代の調査

し概要(第41・42罰第2表)

掘立柱建物 3棟、溝 2基、ピット列 1基、ピット 2基を検出した。調査区内は嗣平が著しく、一

部を除き、ローム (VI・立層)上面で遺構を検出した。 A区に堆積する I層は当該期の遺物包含麗

である o B区に堆積するw.v層は前王子により、一部のみで確認された。 A区R42・43グリッド毘

辺では E層上面、 B区Q42・43グリッド罵辺ではV窟上面で遺構を検出した。検出面の標高はA区

で約55.30~55.50m、 B 区で、約55.50~55.80mで、ある O

検出した遺構のうち、 SB2・3は大型の掘立柱建物で、 SB2は東西棟(桁仔 1間以上、梁行

2関)、 SB3は南北棟(桁行 6問、梁行 4関)の廟付建物である。南棟はL字状に並び、方位は

ほぼ真北をとる O 前棟の東側の柱筋が通っており、棟間距離は約12.3mを測る O なお、建物の配量

から SB3の南側でも東西棟の春在が想起されたが、調査範囲内において建物は確認されていない。

SB3はSB 1、 SD 1・2と重複し、それにより、遺構は SB 1→ SB3→ SD1→ SD2の)11震

に変遷する。遺構の方位は SB2、 3がほぼ真北を示すのに対して SB 1が12
0

東偏し、 SD1・

2は72
0

語舗する。

遺物は SD1'2などの遺構、および包含層や撹乱土中から出土している。遺物の総数は極めて

少ない。土器を中心に鍛冶i宰などの鉄関連遺物も少量ながら出土している。土器は赤彩された土締

器の血・杯、須恵、器材:が主体をなす。

2.掘立柱建物

S B 1 (第43図第3表図版32)

B区Q43・44グリッド、平坦面に位置するO 北側は削平され、西側は SD2、SB3に切られる。

桁行 3開(約6.0m)以上、梁行 1間(約2.3m)以上の東西棟である。主軸はN-12
0 

- Eである O

P 1、 2には切り合いがみられ、建替えが行われた可能性がある O 柱掘りかたは平面円形を呈す。

検出面で、の規模は長軸が約51~92cm、短軸が約47~77慨を jP，U る。 P1~4 の底面の標高は約54.82

~55.03mである O 柱開す法は桁行が約2.0m、梁行が約2.3mで、ある。 P 1では径約10cm、P2では

径約15cmの柱痕跡が観察される O 遺物は出土していない。 SB3に切られることから、 8世紀後

半には廃絶されていたと想定される。

S B 2 (第44密第 4表図版33~35)

A区S44グリッド、平坦面に位置する O 西側は龍査IR外となり、未検出である O 桁行 1関(約

2.0m)以上、梁行 2間(約4.5m)の東西棟である o P 3、 4はH層上面で検出した。 P1はピッ

ト列 1P 1に切られる。主軸はN-lO -Eである。柱掘りかたは平面方形を皇し、検出面での規

模は長辺が約1.03~ 1.1m、短辺が約78~97cmを測る。深さは約85cm~ 1.11m を測り、 P3~5 の農

面の標高は約54.58m~54.67mで、ある O 柱間寸法は梁行が約2.1 m~2.4m、桁行が約2.0mで、ある。 P

1~4 の土麗断面で、は径20cm前後の柱痕跡が観察される。 P 2の底部には基礎固め (11層)の堆穫

がみられ、その上に柱材が据えられたと考えられる o 11層上面の標高は約54.62mで、ある o P 5の

2層は、柱抜き取り痕跡と思われる。なお、建替えの痕跡はみられない。遺物は土器小片が数点出

している。すべて柱掘りかた埋土からの出土である。 P2の柱掘りかた埋土から出土した157は、

つ山
戸
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第 2節古代の調査

第 2表選橋一覧表

擁立柱建物 [ J内は推定値

遺構名 建物区分
規模

面積 主総方位 持議 備考
桁行 梁行

SBl 保IJ柱建物 3間 (6.0m)以上 (2関(4.6m) } N 12
0 

E 8 C{-'C; 

SB2 叙IJ柱建物 2関 (4.0m)以上 2照(4.5m) N 1
0 

E 8C後半~9C前半

建物全体(腐を含む) 建物全体(締'a:含む)

SB3 仮IJ柱建物
6関(12.3m) {4潤(5.7m) ) {70.1ni) 

N 10 -E  8C後半~9C前半
沼産百iこ腐あり

身舎のみ 身舎のみ

6間(12.3m) 3関(3.9m) 50. oni 

溝

遺構名
規模

底笛の標高 主執方位 時英語 備考
長さ 中道 深さ

SDl 7.6m以上 1. 5~ 1. 9m 32c盟
東端:55. 5m 

N-720 -w 9C前半
西端:55. 5m 

SD2 7.6m以上 O. 8~ 1. 1m 57cm 
東端:55. 4m 

N-720 -w 9C後半~

商端:55. 1m 10C前半

規模 主草自 時期 備考

3問(5. 6m)以上 I N-800 -w I 古代

|~ 
l ノ

。 J:300 10m 

第42園掘立柱建物分事国

戸、u-hu 
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第 4主主 坂長下屋敷遺跡
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柱穴

第 3表 S B 1 計潰~表

柱痕跡

制o. 長辺 短辺 深さ 底面の
備考

(cm) (cm) (cm) 標高 (m)

P 1 51 47 68 54.82 主義複

105 
54.93 重複

P2 66 66 
54. 52 

P3 92 77 64 55.03 

検出のみ
P4 67 

S B 3 P 21・26と震複

検出のみ
P5 

(一部トレンチ搬削)

出。
栓痕跡震後

(cm) 

P 1 10 

P2 15 

P3 

P4 

P5 

第 4表 SB2計j刻表

栓痕跡

No 
栓痕跡直径

能。-
枝問寸法

(cm) (m) 

P 1 19 PI-P2 2.1 

P2 21 P2-P3 2.4 

P3 24 P3-P4 2.0 

P4 20 P5-Pl 2. 0 

P5 P 1 P3 4. 5 

P4 P5 4. 5 

柱穴

No. 
¥G罰 j ¥Gm 

P 1 110 95 

P2 113 78 
P3 103 97 
P4 108 87 
P5 106 95 

備考

検出のみ

ピット列Plと震複

l11 I 54.48 Iこと師器血(157)出土
91 I 54.63 
85 I 54.67 
99 I 54. 58 

P

む
に
d

56.00m 
c 

56.00m 
D P2 D' 

釘i封ì建物73 r:プト~
p ノ 12βオ

ぃ;ムトl 61 下 c

シ三ソ三スl6~サ 〈

一F
剛一

L
~
三

〆
J η 〆 ρ〆♂

一

本主潤寸法

No. 
枝問寸法

(m) 

PI-P2 2. 3 

P2-P3 2.0 

P3-P4 2.0 

P4-P5 

本主潤寸法



第 2節 古代の調査

¥ ~ 
157 

F 

1:4 10cIl 

i一v一ー一一
コロ 11>0寸 "'.-1 V 

山 0万百E

ι(ハ] p:; 

一γP1
皆褐色シルト

P5 (明黄褐色ロームブロックi見、もろい)
2 灰褐色シルト

)柱抜取り穴(明黄褐色ロームブロァク混)

口出 三脚
3 黒褐色シルト

(明黄褐色ロームブロック混)
4 にぷい褐色シルト

(明黄褐色ロームプロック混)
にぶい褐色シルト
にぶい褐色シルト l柱掘りかた
(黒褐色シルト ・明黄褐色ロームブロック混) 埋土

7 A音褐色シルト (明黄褐色ロームプロック混)
8 灰褐色シルト (明黄褐色ロームブロック混)
9 A音褐色シルト
10 日音褐色シルト

(黒褐色シル ト・明賞褐色ロームブロック混)
11 にぷい褐色シルト

)基礎固め(明黄褐色ロームブロック混、しまる)
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- 柱痕跡
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柱抜取り穴

1 :80 2m 

1:800 20m 

SB1 

SB3 

S B 2検出状況 (北西から)

SB2位置図

第44図 SB2、および出土遺物
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第4章坂長下屋敷遺跡

内外面共に赤色塗彩が施された土師器血である。本遺携の時期は出土遺物と SB3の時期から 8世

紀後半~9 世紀前半と推定される O

S B 3 (第45~47図第 5 表臨版34- 2 ~42- 2) 

B区P43・44、Q43・44グリッド、平坦罰に位置するO 北鱒は SD1・2に切られ、 SB1を切

るo i苓北棟で西側には繭が付く O 東側の廟の有無については調査区外のため、確認できていない。

建物の規模は桁行 6関(約5.7m)、梁行 4間(約12.3m) で、身舎内の床面積は約70.1m2となる。

の方位はN-1
0

-Eである。

入倒柱P1 ~17の柱掘りかたは平面方形を呈し、検出面で、の規模は長辺が約82cm~ 1.2m、短辺

が約75cm~ 1.08m を潤る O 深さは約35~89cmを測り、底面の標高は54.74~55.12mである O 柱間す

法は桁行が2.0~2.l m、梁行が約1.9~2.0mで、ある o P 5 ・ 7~9 ・ 12 ・ 16 ・ 17の土層掛面では径約

20~27cmの柱痕跡 cl 麗)が観察される。 P 4・10・11・13には柱抜き取り痕跡 (2~ 4麗)がみ

られ、柱は掘りかたをほとんど壊すことなく抜き取られている。また、 P12は柱穴が重複しており、

新段階の柱掘りかたが掘削された痕跡が平面・断面ともに確認できる。 P13についても切り合い痕

跡 (22麗)がわずかに確認され、柱穴が重複している可能性はあるが断定はできない。 P1・2・

16・17の底部には灰白色を皇した円形の変色部分(5層)が検出され、柱のあたりと推察される O

変色部分は直径が約20~23cmを測る O

賄となる P18~20の柱掘りかたは平面方形を呈し、検出面で、の規模は長辺が約57~67cm、短辺が

約52~64cmを測る O 深さは約44~66cm、底面の標高は約55.04~55.31mで、ある。柱関寸法は P18-

19で、約2.2m、P19-20で、約2.l mで、ある O 身舎菌傑桁の P9~11 との柱間寸法は約1.7~ 1.9mで、ある。

柱痕跡の藍径はP19が16cm、P20が20cmで、あり、 P18では柱抜き取り痕が確認できる。

身舎内の西側で検出された P21~30は梁行方向で柱筋が通る。検出面で、の規模は長軸約51~75cm、

短軸約46~63cmを測る O 深さは約15~49cm、底面の標高は約55.16~55.58m とぱらつきがある。

遺物は土器小片が数点出土している。すべて柱掘りかた埋土からの出土である。 158は土陣器血、

159は外面赤色塗彩の土陣器杯、 160は把手もしくは支脚であろうか。 161・162は須恵器杯である O

161は体部がやや内湾し、日縁端部は僅かに外反する o 162は口縁端部の屈曲が甘い。出土遺物と S

D2 に切られることから判断して、本遺構の時期は 8 世紀後半~9 世紀前半と推定される O

+ゥt::::=-

1:80 2m 

第45圏 SB3位量顕

SB3 土色

1 黒褐色シルト(flJH者褐色ブロックj昆)
2 }I~褐色シルト{flJl黄褐色ブロック汲)

3 灰褐色シルト(r丹波褐色ブロック汲)
4 にぶい褐色シルト

(黒褐色シルト・ 1lJJ1lt褐色ブ+ロックi足)
5 湾問褐色ローム(変色部分)

幻滅ifMF

干1抜取り穴

ね:のあたり

6 黒褐色シルト (1努裁判局色フaロック混)
7 にぶい褐色シルト

(M¥褐色シルト・明裁褐色ブロック混)
8 にぶい褐色シルト(明演褐色ブロックi琵)
9 にぶい褐色シルト(M¥褐色シルト汲)
10 にぶい褐色シルト
11 灰褐色シルト (Il司裁褐色ブロックj昆)
12 灰?をj色シルト
13 灰褐色シルト

(黒褐色シルト .liJH立褐色ブロック混)
14 1男資総色シルト(灰褐色シルトi込)
15 にぷい褐色シルト

(黒褐色シルトj見、しまる)
16 にぶい褐色シルト(1m主義Hf!.フ伊ロック混)
17 にぶい潟色シルト

(黒褐色シルト・ IlJl寅褐色フ'ロックi昆、しまる)
18 只褐色シルト(明裁褐色フ'ロック泌)
19 にぶい絡色シルト
20 黒褐色シルト (1貯金2褐色ブロック滋)
21 にぶい潟色シルト

(M¥fl'l色シルト .1拘禁紛色ブロック混)
22 灰褐色シルト (llJliWfl'li立ブロック滋)

柱掘りかた足立土

基礎悶め

お段階の

柱掘りかた辺土

。。
弓
υ



古代の調査第 2節

7n¥ 〆封悲略冬ヰ9 何下R問守》~
一一一一一一一一-一一一一一』ノ/ v 

Td LTd 9Td 

G' 
56.40m 
G 

PIO 

三重，40m P3 
E造成士(真砂土) E'

一一一←一一一~=之ごっ二二コV層ムニ

バ話Z印

ーに」

コ
山 Of;'9S

コ
〆3

8
.8
5
 

切

日'

9 

込40m 一

掃号耕作土)
3 

p、

、。'" ι 

'" 

M 
p-. 

P2 

l)P3 
Cbn~() 

「〈
J
P

門判。P
副コ日山

q

H
U
]{
印

P14 P15 

56.00m 

N
O的

〈

E
Oし噌
甲
山

申
-
[
由
同

L() 

且吋

D' 

P5 

P6 

〈329(ヨ

く3くえ

D 

印

0
4

・M

日
出
注
目

日
内

日

vN]{

品

日
》
]
=

M

M
]
{
(

)

 

日

5 

H
U
NAF
 

日

ν
N印

T
M
M
 

m
U
4
・旧

H 
H 

co 

。。

8
8
B
 

「

T
M
m
 

i
j
、

i

fi

、
，，、

6 

5fi.OOm 
M P26 M' 

「 てγ1

。。

日

v
N吋岱

H
V
N
U
 

σ、

』ロ
~ 

cn 
0
4
・旧

‘d 

g

AF
C
B
 

』

同

v
N
C
U
1

56.40m 
D P20 

一
修復痕跡- 柱痕跡

2m 1:80 

- 59~60 

11 

SB3 第46図

柱のあたり柱抜取り穴



第 5表 SB3計測表

柱穴

No. 
長辺 経辺 深さ 底面の

繍考
(cm) (cm) (c限) 標高 (m)

P 1 83 75 39 55.10 

P2 82 79 49 55.04 
P3 96 87 51 55.12 SDl・2と護複

P4 100 89 69 55.10 土製品(160)出こと

P5 101 70 55.09 須恵器(162)出こと

P6 
P7 104 103 73 55.07 
P8 110 108 87 54.92 
P9 122 108 81 54.96 
P 10 101 98 87 54.90 
P11 109 98 80 54.96 
P 12 112 101 89 54.80 柱穴重複、 F15出土
P 13 112 93 72 54.96 SDl・2と重複

P14 112 104 46 55.05 SDlと議複、土師器杯(159)出土

P 15 106 58 54.74 土姉器凱(158)出土
P 16 103 97 43 54.97 
P 17 111 88 35 55.11 須恵器杯(161)出土

P 18 52 66 55.04 
P 19 57 55 58 55.17 
P20 67 64 46 55. 31 
P21 57 56 26 55. 35 SBIP4と震複

P22 68 48 15 55.29 SDl・2と這複

P23 75 57 19 55. 53 
P24 59 53 28 55.49 
P25 56 46 19 55.58 
P26 58 55 49 55. 35 SD2、SBIP4と重複
P27 51 46 42 55. 16 SDl・2と重複

P28 57 57 25 55.41 
P29 54 46 18 55“57 
P30 72 63 23 55.53 

柱間寸法

持o. 柱凋寸法 No. 
柱間寸法

(m) (m) 

PI-P2 2.1 P12-P13 

P2-P3 P 13-P 14 

P3-P4 P14-P15 

P4-P5 2. 1 P15-P16 1.9 

P5-P6 P16-P17 1.9 

P6-P7 2.0 P 1 -P 15 

P7-P8 1.9 P 2 -P 14 

P8-P9 2.0 P 3 -P 13 

P 9 -P10 2.1 P 4 -P 12 5.8 

PlO-P11 2.1 P5-P11 5. 7 

P 11-P 12 2.0 P 6 -P 10 

No. 
主主間寸法

(m) 

P 9 -P20 1.8 

P 10-P 19 1.7 

P 11-P 18 1.9 

No. 

P18-P19 

P19-P20 

を

ipo 

第 2節古代の調査

主主痕跡

No. 
柱痕跡直後

(cm) 

P5 24 

P7 24 

P8 27 

P9 25 

P10 22 

P12 20 

P16 24 

P17 24 

P19 16 

P20 20 

No. 
柱のあたり
覆径 (cm)

Pl 20 

P2 23 

P16 23 

P17 20 
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第47図 SB3出土遺物

本復元値 A残存値

造物 挿図 遺構 種 別 口径(cm) 器高
特徴 胎土 色調 備考

番号 番号 用 位 器種 底径(cm) (cm) 焼成

SB2 P2 士師器 * 17.3 外面体部回転ナデ赤色塗彩 密砂粒少量
外国にぶい黄樟色

157 44 62.6 
檀色灰色

柱掘りかた
皿 内面体部回転ナデ赤色塗彩 良 内面檀色赤褐色

埋土上層

SB3 P15 土師器 * 18.6 外面磨耗のため調整不明 やや密 外面にぶい樟色樫色
158 47 柱掘りかた ム2.3

内面磨耗のため調整不明 やや良 内面.檀色
浬土

皿

SB3 P14 土師器 * 10.7 外国磨耗のため調整不明赤色塗彩 密砂粒多量
159 47 柱掘りかた

杯
ム3.5

内面磨耗のため調整不明 やや良
樫色

埋土

SB3 P17 須恵、器 *9.7 外面体部回転ナデ 密砂粒少量
161 47 柱掘りかた 珂ミ

ム3.0
内面体部回転ナデ自然紬 良

灰色

埋士

SB3 P5 須曹、器 * 12.8 外面体部回転ナデ 答、

162 47 柱掘りかた
坪

ム3.4
内面体部回転ナデ 良

灰色

埋士

特徴

檀色灰黄褐色灰褐色

色調

S B 3 P 14遺物出土状況 (北東から) S B 3 P 16遺物出土状況 (南東から)

つ白nhu
 



古代の誠資第 2節

題版43~46)

B区Q43・44グリッド、平坦面に位置し、東西両端は調査区外へと延びる。中央部は SD2に切

S B 1・3を切る。主軸はN-72
0

-Wである。検出面で、の幅は約1.8rn、深さは東側で約29

cm、西鶴で、約16cmで、ある O 底面の標高は概ね55.5rnで、あ号、東西で比高差は認められない。断面形

3 .溝

(第48~51図S D 1 

られ、

は逆台形を呈す。埋土は主に黒褐色シルト(1麗)が堆積する O

土層断面から埋土(1層)をサンプリングし珪藻分析を行った。分析の結果、保存状態の良い珪

藻化石が多数検出された。検出された珪諜は控生珪藻が非常に少なく、中~下流性浦川指諜種群を

よって、構内が流水の環境下にあった可能性が指摘さ含む真+好流水性種が種数・割合とも多い。

れた(第 6章第 1節参黒人

遺物は、南側を中心にすべて 1麗から出土している O ほほ完存、または1/2程度に復元できる個

体が数点みられ、広範間に散乱することなく、比較的まとまりをもった出土状況を示す。 163は赤

彩が施された土師器皿、 164~166は赤彩の土師器杯で、口縁端部はやや外反する o 167は土師器高

台付杯で赤色塗彩が施される。 168は土師器高杯の筒部、 169・170は土師器護の口縁部片である。

172~174は体部がやや内湾して立ち上がる須恵器杯である。 173は焼成がやや不良で、底部外面は

荒いナデ調整となる o 175は底部外語に静止糸切りの痕跡が残る o F16は崩平な板状の鉄製品であ

2 

黒褐色シルト
にぷい!ti褐色シルト

56.40m 
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第51図 SD1出土遺物

S D 2 (第52図図版46-5・6、47-1 ~ 4) 

B区Q43・44グリッド、平坦面に位置し、東西両端は調査区外へと延びるo S B 2・3、SD 1 

を切る o S D 1に議行し、主軸はN-72
0 

- Eである O 検出面で、の|隔は東側で、90cm、西側で

深さは東側で、約3お6c佃殴、酉傑で、約57cmで、あるO 底面の標高は東端で、約55.4m、西端で、約55.1mで、あり、

比高差が約30cmあるO 断菌形は逆台形を呈す。理土は沃褐色シルトである。

土層新面から埋土をサンプリングし珪藻分析を行った。分析の結果、 1・2層ともに中~下流性

河川指標種群を含む好流水性種・流水不定住種が認められ、 SD 1に群集が近似することが判明し

た。よって、本遺構は溝内が流水の環境下にあった可能性が指摘された(第 6章第 1節参照)。

遺物は破片資料が多く、量も少ない。 177は土師器皿、 178は土師器杯で赤色塗彩が施される。移

動式竃片179は基部が残存し、付け昆のものであるo 181は須恵器杯で口縁部が直線的に外傾し、焼

成はやや不長であるO 埋土下層から底菌室上にかけては S5砥石と拳大の自然様 7点が出土してい

る O 本遺構は出土遺物から 9 世紀後半~10世紀前半に埋没したと考えられる。

4. ピット

ゼット列(第53罰第 6 表層版42-3~7)

A区S44グリッド、王子坦面に位置する O 査線的に並ぶ 4基のピットを検出した。北側は撹乱が著

しく、関連するピット等の遺構の有無は分からない。 P1はSB2P1を切る O 主軸はN-80
0

-

Wである O 掘りかたは平面方形、または円形を呈し、 P1~3 の検出面での規模は長軸が約65~71

cm、短軸約60cmを測る。深さは約31~51cmを測り、京商の標高は約55.06m~55.25mで、ある。 P 4 
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第 2節古代の調査

*復元値 A残存{車
遺構 種別 ロ後(cm) 器言霊

特徴 色調 備考
番号番号 E雪位 器種 i事後(cm) (cm) 

SDl 二!:g不器 * 15.4 外tlii:回転ナデ底部奇撃不明潜李主著しい
1631 51 1 ム1.5

主主土中 l1Il 内海回転ナデ若手告主主主彩
タトtlii:主導霊童不明 赤告主主主彩窓宗主著しい

1641 51 1 3.1 内面:R雲耗のため務室霊不務

1651 51 1 
15.5 外tlii:主主総ナデ法書官ヘラケズリ赤色主義彩

主平 4.1 
内面回転ナデ一部、指互~EE疫赤色主義彩磨耗著しい

SDl 土郎君苦 *15.6 外tlii:回転ナデ底部認さ室不明赤色主義彩長室耗苓しい
166 I 51 I ム3.5

さ霊土中 錦之 内tlii・5幸子毛のため務室主不明
SD1 土自軍喜善 外面:1宇都・言語台芸自転ナデ互主部ナデ赤色主主彩

1671 51 1 ~霊土中 高台{寸郊 *9.0 
ム4.4内面:ナデ赤色主主彩浴車E華華しい

SD1 土喜市若基 外tlii:郊苦5・脚部ナデ赤色塗彩長言宗主毒事しい
官'71:ょι'Y昌弘

1681 51 1 ム5.0 滋l奇1
J1f在五E至上 言富士不 ややき立

SD1 士郎器 *27.2 外tliiロ綾部ナデ体部ハケ やや密
169 I 51 I ム8.4 砂絞少数

淫土中 き蓮 内在5ロ綾部ハケ後ナデ{宇都ケズリ やや良
SD1 ゴニ続器 *12.7 外部ロ綾部ナデ{宇都ハケ 幸吉 砂ま立小まま I~草橋色

1701 51 1 底tliiIil:上 号車 ム5.0内tliiロ綾部・体昔日ナデ 良
SDl 主詰蕊器 *15.0 外tliiヌ弁部ヘラケァ、リロ綾部密率三ナデ 密砂素立'1、霊童 i灰色

1711 51 1 埋土中
霊童

ム2.7内部天弁部・ロ綾部lEl転ナデ Zミ
即 日Dl 須主玄器 * 11.7 

ム3.3回転ナデ 主主、 砂老立小室詮 |灰色
1721 51 1 ijg土中 坪 良

SDl 主主 やや密
1731 51 1 

やや良 灰色

やや密
i自灰色

底部1静止糸切切

SDl 須E霊祭 外務:，寝台廻転ナデ
176 I 51 I ム3.8内務整真部沼車五ナデ君主土中 至宝 至真部品、ら驚部ケズリ主著書誌ナデ

SD2 土品事是主 *11.8 外E言。落幸ちのためま麹整不明
177 I 52 I ム1.6

主霊ゴ二'I' 五立 内務ナデ害予告主主主彩

178 1 52 1 
SD2 土息苦苦言 外喜[fi:ナデ?赤急主主彩落事主毒事しい 外tlii:干笠色

ム1.9
*8.0 内喜吉喜殺のため絞殺不窮 やや良 内E主:浅黄主藍色

密砂表立多三蚤
1791 52 1 iム11.51竺ロPY1出三九円三?ぞむ 淡索後色

良

180 52 主主土上毒事 灰色 車通絞っ主み

181 52 
SD2 灰色灰黄色君主土中

182 52 
SD2 1条の主主綴 灰芸者褐色君主土中

の検出面で、の+規模は長軸が約45cm、短軸が約40cmを測る O 深さは約18cmで、成面の標高は約55.40

mである O 各ピット間の詑離は心々で P1 -2、 P2 -3が約1.6m、 P3 -4が約2.4mとなる O

P 2の土層断面で、は径20cm前後の柱痕跡(1層)が観察され、 P 1 ・ 3 の 2~4 層は柱を抜き寂っ

た痕跡の可能性が考えられる O 遺物はP2より椀形鍛冶i宰F19が出土した。土器は出土していない。

本遺構は SB2 を切ることから、 8 世紀後半~9 世紀前半以降に掘削されたものと想定している o

P 1・2 (第54・55図第7表図版42-8) 

S44グリッド周辺では、 SB2 ・ピット列とともに、 Pl~5 を検出した。 P 1・2の規模は S

B 1・ピット列のピットとほぼ伺規模である。また、埋土の色調も類似することから、本節で扱う

ことにした。なお、 A区に検出した P3は埋土中より吉代の遺物が出土しているが、ゼットの規模

が小規模であり、埋土の色調も異なることから第 4章 3節で、扱っているO

P 1はA底T44グリッド、平坦面に位置する O 北東・南西側は削平が著しい。平面形は円形を呈

し、検出面で、の規模は長軸が約60cm、短軸約52cmを測る。深さは約54cmを測り、底面の標高は約

55.02mで、ある O 柱痕跡は認められない。理土は黒褐色シルトとにぶい褐色シルトが互層状に堆積

門

icu 



第53図 ゼット列、および出土遺物

第6表 ピット列計測表

部O.
長径 短径 深さ

儀考
(cm) (cm) (cm) 

P 1 71 61 44 55. 11 SB2Plと重複

P2 69 60 31 55. 25 F19出こと

P3 65 60 51 

P4 45 40 18 

第4主主 坂長下屋敷遺跡
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第54盟 P1・2

第 7表 P 1・2計測表

備考

しているO 遺物は出土していない。

P 2はA区S44グリッド、平土日面に位置する。北側は削平を受ける O 平面円形を呈し、検出面で

の規模は長軸が約70cm、短軸が約66cmを測る O 深さは約92cmを測り、底面の標高は約54.63mで、あ

るO 埋土は黒褐色シルト、および暗黄灰色シルトが堆積する O 遺物は出土していない。
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844グリッド届辺遺構菌

5. 道該期の出土遺物

包含罵出土遺物(第56図 図版47-5・6) 

A区南側は古代以前において狭小な谷地形をなしていたと考えられ、黒褐色シルト(I~盟層)

が堆積している。調査は吉代の遺講商である E題上面までで終了しており、 E層以下は部分的なト

レンチ調査にとどめた。トレンチ諦査では、立層以下の堆積層において遺物は出土していない。

I窟では土器が数点出土している。土師器183は赤色塗彩が施された高台付血である。須恵器184

は高台付杯の成部片である。底部外面にわずかに糸坊りの痕跡が残る。

その他の出土遺物(第57・58関 図版48・49)

ここでは、 P3 (第 4章第 3節参照)、および造成土・撹乱土、近世以降の用水路(註1) (A区R

44グリッド)から出土した当該期の遺物を掲載した。 P3から出土した185は土師器撃の口縁部片

である。土師器杯底部と思われる O 外面は赤色塗彩され、底部外面には屈転糸切りの痕跡が残る。

198は須恵器高台付杯であり、底部には回転糸明り痕がみられる。 197は須恵器杯、 199は須恵器高

台付杯である。 197・199とも淡い色調で、焼成が悪い。

第55図

-69-

(註1)旧佐野}II用水路跡と考えられる。
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第 3節 その他の遺構と遺物

*復元値 ム残存{車

遊物 挿鐙 i翠檎 穣別 口径(cm) 器書室
特徴

給土
色調 鏑考

番号 番号 E塁位 器率重 底径(cm) (cm) 焼成

183 56 
A区R43 土腕器 *9.1 ム3.0 lEl車三ナデ赤色主主彩

密
淡援をE赤矯色

I走塁 高台付Jlll やや良

A区R43 須E草器 外Ti!i・底部わずかに糸切の夜遺志残る星雲耗のため務整不明
やや密

184 56 ム1.9 砂主立少霊堂 灰白色

IJ翠 荷台イサ郊 *9.1 内言語.ナデ やや殺

P3 土続器 芝居砂粒少数
外喜n:にぶいま者澄色

185 57 ム5.2ナデ草書耗妻子しい
径色

上怒 宝章 良
内面:にぶい褐色

E疋褐色黒褐色

186 58 
BIRQ43・44 士宮事器 * 15.2 ム2.2 白紙ナデ赤色塗彩

密砂粒多量霊
径色赤褐色

後舌し 血 良

187 58 
BIRQ43・44 士郎器 *16.2 ム1.6

外面。E霊耗のため務整不明赤色塗彩 'A砂数少量
を登色若手褐急

後きL 血 内面口綾部回転ナデ底部ナデ?赤色塗彩 良

AIRT44 土続器 * 13.6 
外密的転ナデ赤色主主彩 鐙

外iliUこぶし、後色

188 58 ム2.0 赤褐色

造成ゴ二 部 員室耗のため務整不明 良 内蔚:にぶい援色

B区Q43 土部器 *15.6 
ーロ綾部・体部密事正ナデワ

也時、
189 58 3.7 底部ヘラ切り後ナデ? 童書耗が毒事しい 灰白魚浅草電樫色

撹きL 珂ミ 内部:言調書室不瞬時文状の工具痕皇室耗が毒事しい やや良

BIR043 土釘器 外務体部・高台回奪三ナデ底部lEl転糸切り苦手色主義彩 'A 
190 58 

t覧2比 土手 *6.2 
ム1.1内富喜.体部回転ナデ 1条汰綴底部室君愛不明

良
浅黄援色

草書耗が毒事しい

1ヨ3 58 
B区Q43・44 須恵器 *7.8 ム3.6回転ナデ

主苦
灰色 ロ綾部

援苦L 登 良

AIRR44 
須窓器 *14.2 密194 58 応用水路 ム1.6包転ナデ 灰色

後舌し 芳、重量 良

195 58 
AIRS44 家曹、器 *17.9 61.8 

外面:1El量五ナデ自然納付去費 密
灰色

表土 部重量 内面々回転ナデ 良

A墜R44
須慈器 *12.8 宅苦砂絞少量196 58 応用水路 ム3.6回転ナデ 灰色波乱 持て 良

197 I 58 
E区P43 須蕊器 *13.6 ム2.9 殴車五ナデワ 居室耗が苓しい

表E砂粒少量
灰白色

縫乱櫨 軟

58 
BIRQ43・

ム1.9
外部:体部回転ナデ底部回転糸切り も今今Uて

灰色

B区撹Q4部3L・
8.1 内Ti!i体部回転ナデ底部ナデ 良

199 I 58 ム1.3
外田休部回転ナデ議耗毒事しい 密砂粧多量 外蕊灰怠色

後舌L 内面ー体部回転ナデ? 底部ナデ やや軟 内面に.$い黄援色

E区
須王室器 *19.5 

外国:1コ綾部回転ナデ体部平行タタキ後棟方向の
密砂粒少重量

200 58 Q42~44 ム9.6荒いナデ頚部1条沈線自然稔付着 灰色

撹到し 号室 内Ti!iロ綾部回転ナデ体部同心丹当て呉痕 良

特徴 色言露

凸琵淡灰黄褐色

灰褐色

盟亙準金

淡賛後色

凸Ti!i・1W1商.ナデ

凹蕊布百fE痕布線圧控室。

凸商:布目圧痕?広鶏函・側面:荒いナデ

I!!J面:布目圧痕布端fE痕。

第 3節その他の遺構と遺物

1 .溝

S D 3 (第59図)

A区R44グリッドに位置し、調査区東壁・西壁の土層断面で確認された。理層直下が遺構検出面

となる。上層は近世以降の用水蕗による削平が著しい。幅は西端で、約2.0mを測る O 底面の標高は

東端が約54.77m、西端が54.72mで、あり、西端が 5cm低い。埋土は明褐色シルトで、砂擦などの堆

積はみられない。遺物は出土していない。

2.土坑

S K 1 (第60鴎)

B [R043グリッド、平坦面上に位置する。平面形は円形を呈す。検出面で、の規模は長径が77cm、

短径が65cmを測る。断面形は逆台形を呈し、深さは19cmをiP，Uる。埋土は黒褐色シルトである O 遺物

は出土していない。

S K 2 (第60鴎)

B区043グリッド、平調面上に位置する。平面形は円形を是す。検出面で、の規模は長径が72cm、

1
i
 

ヴ

i



第4章坂長下震敷遺跡

短径が60cmを測る。断面形は逆台形を皇し、深さは 4cmを測る。埋土は黒褐色シルトである。遺物

は出土していない。

3 .ピット(第62図第8表)

B区西側を中心に33基のピットを検出した。埋土は灰褐色シルトと黒褐色シルトのものとに分か

れる。 A区では 2基のピットを検出した。 P3は埋土が灰褐色シルトのもので、埋土上層から185

(第4章第 2節)が出土している。 P6は東壁断簡でのみ確認し、平面による検出は行っていない。

壌土は黒褐色シルトである。他のピットの詳細については第 8表にまとめた。

A 
III雪

i~ 
/ 

理局 VI層圏1習 立層

A区

56.40m 
B B' 

E層 I層

1 明褐色シルト

SD3 

1:80 2m 
1 :400 10m 

第59関 8D3土層断麗函

JfTフ
SK2 

浪

、

iv

多

滋

淡

ト

ト

や

ト
ル
ト
ル
や

ル
シ
ル
シ

シ
色
シ
色

色
褐
色
褐

褐
業
褐
糞

襲
…
明
間
市
明

w
m
1
2
 

m
 

側一
盟主Om t覚舌L一一一

祁 1m

SK2 
I 黒褐色シルト

第61図
調査区内出土鉄製品

第60臨 8K1・2

ヮ“
ヴ

i



第 3節 その他の遺構と遺物
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第 8表 ピット計測表

遺構名
長径 短径 深さ 底箇の

土色・備考 遺構名 地区
長径 短径 深さ 底蕗の

こと色・儀考地区
(cm) (cm) (cm) 標高(m) (cm) (cm) (cm) 標高(m)

黒褐色シノレト P19 B区P43 19 18 20 55.57 
黒褐色シノレト

(明黄褐色ブ、ロック混) (明策褐色ブロック混)
P3 A区S44 23 21 

検出のみ、 黒褐色シノレト
185埋土上層出土

P20 B区P43 25 19 18 55.61 
(明黄褐色ブロック潟)

黒褐色シルト
P21 BIRP43 22 17 26 55.48 

黒褐色シノレト
P4 A区S44 33 33 18 55.36 

(明黄褐色ブ、ロック混) (明黄褐色ブ、ロック混)
黒褐色シノレト

P22 B区043 35 19 12 55.62 
黒褐色シノレト

P5 A区S44 31 31 7 55.46 
(明黄褐色ブロック混) (明黄褐色ブロック潟)
黒褐色シルト

P23 B区043 33 28 20 55.60 
黒褐色シノレト

P6 A区R44
(明黄褐色ブロック混) (明黄褐色ブ、ロック混)

55.66 
黒褐色シノレト

P24 B反043 23 23 5 55.73 
黒褐色シノレト

P7 B区Q43 19 15 11 
(明黄褐色ブ、ロック混) (明策褐色ブロック混)
蒸褐色シノレト

P25 B区043 24 17 7 55.73 
黒褐色シルト

P8 B区Q43 26 15 7 55.70 
(明策褐色ブロック混) (明黄褐色ブ、ロック混)
黒褐色シノレト

P26 BIR043 18 18 10 55.69 
灰褐色シノレト

P9 B区P43 23 23 日 55.69 
(明主主褐色ブロック混) (明策褐色ブ、ロック混)

黒褐色シルト
P27 B区043 17 15 8 55.71 

黒褐色シノレト
PIO B区P43 28 20 10 55.68 

(明策褐色ブロック混) (明黄褐色ブ、ロック混)

Pll B~互P43 26 26 6 55.72 !黒(号暁号褐童策主色褐シ色ルブロツク混) P28 B区043 24 19 7 55.66 黒(明褐黄色褐シ色ルブト、ロック混)

黒褐色シノレト
P29 B区043 17 16 36 55.44 

黒褐色シノレト
P12 B区P43 21 19 26 55.43 

(明黄褐色ブロック潟) (明黄褐色ブロック混)
黒褐色シルト

P30 BIR043 22 17 23 55.48 
黒褐色シノレト

P13 B区P43 27 27 27 55.43 
(明黄褐色ブ、ロック滋) (明黄褐色ブロック混)
黒褐色シルト

P31 B区043 17 13 11 55.58 
黒褐色シノレト

P14 B区P43 23 55.57 
(明黄褐色ブ、ロック混) (明黄褐色ブ、ロック混)

黒褐色シノレト
P32 B区043 19 18 11 55.59 

黒褐色シノレト
P15 BIRP43 14 55.62 

(明黄褐色ブ、ロック混) (明黄褐色ブロック混)
黒褐色シノレト

P33 BIR043 12 12 10 55.61 
灰褐色シノレト

P16 B区P43 27 21 19 55.56 
(明黄褐色ブロック混) (明黄褐色ブロック混)
E黒褐色シノレト

P34 B区043 17 13 11 55.67 
灰褐色シルト

P17 B区P43 27 26 11 55.68 
(明黄褐色ブロック混) (明美褐色ブ、ロック混)

P18 B区P43 21 17 17 55.62 
黒褐色シ/レト
(明黄褐色ブロック混)
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第 1節調査概要と方針

第 5章鉄関連遺物の誠査

第 1節調査概要と方針

長者屋敷遺跡では鉄製品(未成品を含む) 8点、鍛冶関連遺物 5点、坂長下屋敷遺跡では鉄製品

1点、鍛冶関連遺物が5点出土し、両遺跡題辺でも近年の発掘調査により奈良・平安期の鉄関連遺

物が確認されている(説1)。また、長者屋敷遺跡の高萌に位量する荒神上遺跡では1983年に発掘調査

が実施され、~鉄津等が土坑内からまとまって出土している。長者雇敷遺跡、坂長下屋敷遺跡、周辺は

会見郡街に比定され、鉄関連遺物の検討を行うことは物資の生産や謂達など会見郡街の具体的な操

相を知る手がかりになると考えられる。そこで、本章では荒神よ遺跡、大殿所在遺跡、大殻墓ノ谷

遺跡について概観し、出土した鉄関連遺物の報告を行う O なお、荒神上遺跡については遺構や鉄関

連遺物の帰属時期を再検討するため、報告書では未掲載であった土器についても掲載する。

第 2節各遺跡の概要

1.荒神上遺跡

所在地:伯番町岩屋谷宇荒神上 長者屋敷遺跡から南西へ約500mの標高45mの台地上

調査面積:500m2 

調査主体:岸本町(現佑番町)教育委員会

調査期間:昭和57年 8 月 ~9 月

報告書:岸本町教育委員会1983I長者原遺跡群発掘調査報告書II (岩屋谷字荒神上遺跡)J

第63臨鉄関連遺物出土遺跡
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第 5章鉄関連遺物の調査

遺構の概要(第64図)

調査区は西地区、東地区に分かれる。東地区では掘立柱建物跡 2棟が確認されている。掘立柱建

物 Iは桁行 3間 (6m)、梁行 2間 (4.2m)の東西様である。主軸はほぼ東西正方位である。柱穴

は径約30~40cmの靖円形で、深さは約30~50cmで、ある。柱関す法は心々で、2.0~2.2mのものが多い。

また、多くの柱穴で 2、3基が切り合っており、建替えが想定されているO 柱穴からは須恵、器、土

師器が出土している(第66図)。

西地区では「職場遺構jと称される土坑群、土坑 1基が確認されている。「職場遺構Jは径 4m

ほどの近接した範囲で検出された土坑 6 基からなると考えられる。各土坑の平田形は産径50cm~ 1 

m くらいの楕円形、不整形を呈する。土坑内から木炭、灰、焼土とともに鍛冶関連遺物(第73図)

がまとまって出土している。その佑の遺構として弥生時代中期の竪穴住居 1棟、「職場遺構Jより

後経終答笠
，、一一 ，、 ， ハ ρ 

(:: 

遺構分布図

職場遺樋

〉

¥f 

掘立柱建物跡 Z

第64堕 荒神上遺跡遺構図 <r岸本町教委1983Jから転載、一部改変)
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第65国 荒神上遺跡西地区出土遺物

新しい時期の溝状遺構が検出されている。

出土土器(第65・66図図版50、51-1・2)

荒神上遺跡出土土器について、西地区・東地区に分け、その概要について述べる。

第65函は酉地区出土土器である。 201~206は職場状遺構もしくはその周辺から出土した資料であ

る。 201は須恵器で、無高台の杯である。底部切り離しは回転糸切りで、口縁端部の屈曲はほとん

ど認められない。 202・203・206は土師器である。 202は皿で内外面に赤色顔料が塗布されるO 磨耗

のため調整は不明である o 203は翠である。 206は鉢と思われ、口縁部で内湾する器形を持つ。内外

面に赤色顔料が塗布される。 204・205は移動式竃でいずれも基部付近が残存する。外面はケズ 1)後

粗雑なハケ調整、内面はケズ 1) が主体である。 207~225は遺構に伴わない遺物群で、 207~213は土

-77-



第 5主主 鉄関連遺物の調査
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第66図 荒神上遺跡東地区出土遺物

蹄器である o 207は杯で、内外面に赤色顔料塗布の痕跡が残る o 208~213は護で口縁部が「く」字

状に外反する。 214~224は須恵器で、 214~219は無高台の杯である。 214~216は口縁部が残存し、

端部の屈曲が甘い。 217~219は底部資料で、底部切り離しは間転糸切りである。 220は高台付杯で、

底部鹿縁に低い高台が付く o 221・222は盟である。 221の成部は静止糸切りされる。 223・224は無

高台の壷で、成部が残存する。 225は平瓦である O 下面は縄目タタキ、上面には布日痕跡が残る。

第66図には東地誌出土土器を図示した。 226~238は B グリッド検出の掘立柱建物柱穴より出土し

た土器で、 226~237は掘立柱建物 1 (柱穴 1~10) から、 238は掘立柱建物 II (柱穴A~C) から

の出土である o 226・227は土師器の杯である。 227は器援が薄手で、体部は外傾し立ち上がるo 228 

は口縁部で、 fくj字状に屈曲するものである O 護と思われるが、移動式竃の掛口部の可能性もあ

るo 229~238は須恵器である o 229は杯蓋で、口縁部の下方への届曲は僅かである o 230~233は杯

で、全体的に焼成が良くない。 230・231は灰白色を呈し、薄手の体部は開き気味で直線的に外傾す

るo 232は器形的に230・231と類叡するが、焼成が不良で色調は暗灰褐色を呈するo 233は焼成がさ

らに不良で、にぶい控色を呈する。 234は高台付坪で、成部周縁に低めの高台が付く o 235はlill.で高

台の付かないものである。体部は開き気味に外傾し、日縁部は外反する o 236・237は棄である O

236は腕部破片で外面は平行タタキ、内面は同心円;1犬当て具痕がみられる。 237は外面に平行タタキ、

内面は車輪状当て具痕がみられ、底部外面には不明な溶解物が付着している o 238は無高台の杯で、

。。
月
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第 2節各遺跡の概要

本復元値 M長存億

遺物 f曹関 地区 種目i 口径(cm) 器3事
特徴 給土

色E調 主語考
番号 番号 透檎等 著書穏 態径(cm) (cm) 焼成

王宮地区 芝草王室器 11.8 外田口豪華~体部回転ナデ底部E吉章五糸切号 絡砂主立少数
201 65 

務;j寺島本 工不 7.6 
4.05 内00口喜重~体部回転ナデ

良
灰色

法務回転ナデ後不整方向ナデ

202 霊 土郎君ま
ム1.2外活:窓耗のため未明 赤赤色色重主量主彩彩 草摺砂葉2Eミ徴室塗 外函浅Z者援色

土可F 11.2 内E喜怒耗のため不明 内00笹色

203 65 生還付近
土弱室夏者号 * 16.5 ム3.65

外庖:~喜幸毛のため不明 砂老立良多重量 iこぶい後e
内室ii:ロ綾部設整不号号 E荷量sヘラケズリ星雲耗慈しい

204 65 議密議地長区事 移こt動製式品鐙 ム4.5
外留ケズヲ後ハケメ潟昔日・主義地沼ケズリ 砂波泉多重量 密告主 務1宅署1iIl片
内面ーケズジ

205 65 m議宝地場塁E率E 移土動製式品首霊 ム7.3
外部:端部・接地E吾ケズリ皇室耗毒事しい 砂草立良多霊堂 淡後色 E母子著書目片
内面:ケズリ書室耗苓しい

206 65 
窃地区 土喜問本答 *20.7 ム5.1 外00:島幸耗のため不明 赤赤色色主塗義彩彩 lこぶい質主翠色

生還付近 内喜ii:ft害事毛のため不明 良

207 65 
i1'i地区 土訴きま

ム1.4外沼:~書耗のため不務 赤赤色色塗主主彩彩 澄色
i宥 民 ネ 12.2 内oo:iJ.喜耗のため不明 良 iこぶい夜色赤褐王立

208 65 E室長F藷w: 土E喜総重量 *15.0 ム3.1
外00・5害耗のため不明 砂波良多数 明援色
内00:臼綾部緑豊重不明体部ケズリ霊童耗毒事しい

209 65 
沼地区

華日
ム3.0

外密:iJ.害耗のため不境

1'< 
外国 lこぶい援色

i者 内面白ロ綾部ナデ長室耗毒事しい燦付違憲 内面:灰褐色異色(主義)

210 65 西地宮区 ム3.85
外密:!害耗のため不明 砂草立良多重詮 にぶい翼後色
内面:露耗のため不明

211 65 
路地区

ム4.0
外面島幸耗のため不明

号耳援e
再寄 内00・星雲耗のため不明 良

212 65 時… ム1.4
外菌島幸耗のため不努 砂殺良多重塗 明緩急
内面星雲耗のため不努淡付議

213 65 
宣言 * 18.4 ム3.2

外部:溶耗のため不明体部iこ累斑有 砂絃良多室重 号き援色
内面:鐙耗のため不明

214 65 
E苦 *12.8 ム3.3

外00・回転ナデ
灰色 休部下半~底部

内00・包転ナデ Eミ 欠千員

215 65 
白地区 須慈器 *13.2 ム3.1

外E沼恵転ナデ 砂主立良多数 灰色 体部下半~底部
i1'i 部身 内部 E転ナデ 欠損

216 65 
i1'i地区 須主主器 12.8 

4.05 
外部.ロ縁・体部沼事去ナデ底部回転糸9J~後ナデ 砂車立良多重量 灰色

赤身 8.4 内00:回転ナデ底部在主総ナデ後不警護方向ナデ

217 65 
白地区 須主主器

ム1.7
外00:体部回転ナデ底部関車玉糸切り

一毒患一砂」ま良立多一数一 灰色
赤身 *9.0 内00:密車三ナデ底訪問転ナデ後不霊童方向ナデ

218 65 
沼地区 須主主器

ム1.4
外国.体部回奪三ナデ底部回転糸切号

一砂一粒塁多一重量一 灰色
部身 *7.6 内務:密率五十デ底部@J怒ナデ後不護方向ナデ

219 65 
路地区 須窓若是

ム1.4
外笛:体部回転ナデ底部回転糸切り

一一塁
灰色

赤身 *8.0 内00・底部自転ナデ後不整方向ナデ

220 65 i1'i地苦苔区 系須台選fま寸器土平 ム1.25
外密・体部・高台在主車三ナァ底部包車正糸切り

淡灰色
*7.6 内笛:包転ナデ 一塁

221 65 
白地区 須底主主器 ム1.1

外国:体部殴転ナデ底部静止*-切哲
一砂一業五立多重量 灰色

*8.0 内面:@J奪三ナデ後不室主方向ナデ

222 65 
E宣地区 須窓器

ム0.75
外00:体部主自転ナデ底部回転糸切り

五
淡灰色

lIll *8.0 内室ii:底部関車五ナデ後不空襲方向ナデ

223 65 沼地南区 須E登玄器 ム4.0
外国・1寄部E型車五ナデ底部密率五糸切り

一砂一絞室多重量
外関:にぶい赤褐，累褐

*7.2 内面.回転ナデ自然給付議 内面:葉if島急

224 65 E宝南地区 須窓釜、器 ム3.2
外E・1司部下半@J奪三へフケズ予後ナデ底部誘致不明

一一主
淡灰色

*10.3 内還.間車五ナデ

226 66 
E草地区 土E卸事器 ム0.85

外OO:fi喜幸毛のためま弱重量不明
一砂一を室立多量 燈色

B 柱穴6 *7.5 内00・5署終のため務室整不明

227 66 E京柱地穴区4 
土喜市器

ム1.8
外留:摩耗のため務室整不明

一塁
援色

土不 *7.3 内面:議耗のため認警護不明

228 66 
東地区

土宝章師ワ器 *32.1 ム3.5
外回:語トロ部ヨコナデ潜耗著しい 一砂数主多量量 鐙褐色

移動式霊童掛ロ音s
B 柱穴2 内密.努幻自1ヨコナデ服部ヘラケズリ星雲終著しい の可能性有

229 66 
東地主主 須係Eま重量器 *13.6 ム1.7

外00:天井部症型車五へフケズリ 口綾部包量五ナデ 」砂絞多重量 灰色
B 柱穴2 内面:路事正ナデ

230 66 
東地区 須卸慈器 *15.0 ム3.3!外内面面:。間問事王ナナデデ 一砂一表立阜少重量 灰色

E 柱穴4

231 66 B東柱地穴EE4 須E均玄て器 *14.6 ム4.5|畑内E5:・E回型車転五ナナデデ 砂絞全多傘重量 灰黄色、灰白色

232 66 
E荘地区 主真窓杢F器 ム3.8 外内函面:盗体事部三:5F5率ず五かナデ島、幸耗互主苓叡)~し寄い整3

軍書耗著しい
砂粒全多壁重土量 |外iち海窃蒸黒灰褐色色 献髄E 柱穴8 *6.6 

233 66 
東地区 須慈坪器 ム0.6外内面面・‘底関部車五ナ関車デ玉糸切3 一砂絞盤少量量 ;こぶし、援色
B 柱穴4 *7.2 

234 66 B東柱地穴EE2 
須忍若雲

ム2.0
外00同体部・荷台E主転ナデ底部欠援のため務室霊不努

灰色
書事会付探 *8.2 内喜三@J転ナデ 」皇

235 66 
主荘地区 須F言、器 *14.4 2.35 

外面:体部殴事正ナデ底部回転糸切り
一砂一草主立少重量 灰色

E 柱穴4 E江 *9.3 内面:@J転ナデ

236 66 
京地区 須霊窓童器 ム5.3

外面:平行タタキ 一砂絞室多重量 灰色
B 柱穴10 内言5・需心円状当て兵控室

237 66 
東地区 須窓き襲器 ムι8

外喜君。1間部卒干すタタキs:昔日iこ溶解物付審
一砂絞塁多重量 外00淡灰色

B 柱穴2 *15.6 内面:[記事正ナデ、宙線状当て具痕 内面:経灰色

238 66 
東地区 須均窓て器 ム1.8

外面:体部防車五ナデ底部毘率三糸切り

一皐
灰褐色

C 柱穴 *8.8 内面:@J奪三ナデ

239 66 
葉地区 須郎葱器 ム2.0外内面冨体回部転ナ組デ事五

底部回転糸切り
一砂三来立笠多室重主量

外00淡灰色、議灰色
中央部土坑 *7.85 内00淡灰色

240 66 
京地区 須窓若苦

ム5.1
外g 体部・言語台回転ナデ底部包車三ヘラケズリ後ナデ

一砂一殺丘多一重量 灰色
中央部土筑 言寄台付録 *8.7 内言言自転ナデ

241 66 
東地区 土製品 定富1.3 殺人 外国'ナデ認繋

E音灰褐色
中央1iIl土茨 土鐙 窓口 ム3.6穿孔径O.4cm J室

242 66 
東地区 黒色土~ * 12.5 ム3.2

外00:摩耗のため務室霊不明 外00:1こぶし、京緩急
柱穴 鍔て 内運‘ナデ黒色処王室ミガキ長室耗毒事しい j主 内面:黒灰色

243 66 
京地区 土師号車器 ム3.6

外面.磨耗のためま君主査不明

一一室
灰黄褐色

B 小往穴 内面:空軍部議耗のため不努務部ケズリ

244 66 
棄地区 祭主重主量器 * 11.6 ム2.5

外面:回転ナァ自然給付慈
一砂一絞塁少一翠一

外国'灰色、葉灰色
E 柱穴 内面:回転ナデ 内00灰色
亥地区 須主部主器 外00:体部組事王ナデ底部回転糸切り 総l持続多最

iこぶし、索後色245 66 
小往穴上 *7.6 

ム1.5
内務・包率五ナデ後不整方向ナデ 企全聖主

246 66 
東地区 須主掠主器 ム2.1

外主主:体部・高台閣転ナデ底部E転糸切り
一砂一粒塁多一重一量 灰色

柱穴6 *8.4 内OO:@J転ナデ

遺物 挿図 地 区
種別

最大長 最大繍 畿大塁審
儲考

番号 番号 透構等 (cm) (cm) (cm) 

225 65 
沼地区

平瓦 12.0 9.5 2.3 
表00布邑

重要商事遺臣タタキ
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第5章鉄関連遺物の調査

底部切り離しは回転糸切りである o 239~241は中央部土坑出土資料で、 239 ・ 240は須恵器である。

239は無高台の杯で、焼成がやや不良である。 240は高台付杯で薄手の体部は車線的に外傾する。

241は土錘である。紡錘形を呈するもので、両端部を欠損している。 242~246は掘立柱建物 I ・豆

柱穴以外のピットから出土したものである o 242は黒色土器で、高台付杯と思われる。内面を黒色

処理し、磨耗が著しいが撞かにミガキが残る。 243は土師器の言語である。 244~246は須窓器で、 244

は蓋と思われる。 245は無高台の杯で、焼成不良で、黄櫨色を呈するo 246は高台付杯で、 234や240と

同議なタイプである。

西地区と東地区の遺構出土土器を中心に概観してきた。各地区の土器様相をまとめると、西地底

では 8 世紀後半から 9 世紀、東地亙では 9 世紀~10世紀前後のものが中心となることが指摘できよ

つ。

鉄関連遺物(第67・68国 図 版52)

第67図 F21~F29は東地区「職場遺構J から出土した鍛冶関連遺物 9 点である。 F21~F23、 F

26、F28は椀形鍛冶i宰である。 F21. F22には下面に鍛冶炉の炉床土が間着しているo F28は磁藷

度が高く、鍛冶鉄塊系遺物に近い。 F24、29は粘土質溶解物であり、表面には木炭痕が残る。 F27

は鍛冶鉄塊系遺物で、逆L字状の平面形をもっo 9点とも鍛治炉を用いた鍛練鍛冶で生じたものと

考えられる。

第68図 F30~F32は東地区の遺構から出土した鉄製品である。 F31は釘、 F31は刀装具の吊手金

具と考えられる。 F33~35は弥生時代中期の竪穴住居から出土したとされるが、二次的な混入遺物

の可能性があるため掲載している。 F34は角棒状の鉄製品で、中関部分で90
0

断面の方向が変えら

れている。 F35は椀形鍛冶i宰である。

2.大殿所主遺跡・大殿慕ノ谷遺跡

所在地:信者町大戸殿宇墓ノ谷坂長下屋敷遺跡から北東へ約150と300m

調査面積:大殻所在遺跡 20m2 大殿墓ノ谷遺跡 267ぱ

調査主体:伯番町教育委員会

調査期間:大殿所在遺跡、平成16年 1 月 ~3 月 大殿墓ノ谷遺跡平成16年8月~平成17年2月

報告書:大殿墓ノ谷遺跡伯番町教育委員会2007年報告書刊行予定

遺構の概要

大殿墓ノ谷遺跡では溝 3基、ピット 3基を検出しているO その他に焼土を 3笛所で確認し、凹レ

ンズ状の堆積が窺われる。大殿所在遺跡では遺構は確認されていない。両遺跡とも黒色土包含層が

1m以上と厚く堆積しており、大殿所在遺跡で、は1.4mにも及ぶ。大殿墓ノ谷遺跡、の包含層中から

は弥生時代中期~平安時代の遺物が出土しており、奈良・平安期の須恵器、土師器片が大半を占め

ている。土銅器では赤彩のものが目立ち、ミニチュア土器など祭記具も出土しているO その一方で

土師器の輩、土製支脚なども一定量出土している。黒色包含膚の下層まで奈良・平安期の遺物が出

土していることから当時、調査地は谷状地形をなしていたことが推定される倣2)。

鉄関連遺物(第69・70慰 問 版51-3・4、53)

第69図は大殿所在遺跡で出土した鉄関連遺物である。 F36は椀形鍛冶淳である。下面の中央部が

棒状に突起しており、磁着力が強く、鍛冶具の先端または鍛冶処理中の鉄製品を巻き込んだ可能性

-80-



第 2節各遺跡の概要

げ也
KY  i i?HW ー出官官、品 、~ " "_:-1〆¥、、九

c三二〉 〈13
ζ〉口

g-J-n← mqt 

C3唱。間心仁〉問 1:2 5cm 

第67閤荒神上遺跡職場遺構出土鍛冶関連遺物

がある。 F37は棒状の鉄製品で、釘の可能性

がある O

第70図は大殻墓ノ谷遺跡で出土した鉄関連

遺物である o F38~41は鍛冶浮である。 F38

は中型の椀形鍛冶浮の半欠品である。上面に

は粘土質の淳が付着しており、木炭痕が点在

する。 F39は極小の椀形鍛冶浮でよ面に羽目

先由来と考えられる粘土質の淳が残されてい

る。 F42はそら豆状の外観をもっ鍛治鉄塊系

遺物である。 F43は両関をもっ万子である。

茎部はやや湾曲し、基部が欠損している。 F

45は錨の一種、または撃状の鉄製品と考えら

れる。先端部は反り上がっている。 F47は鎌

の体部から先端部と推定され、両方の端部が

急激に折り曲げられている。 F48、49は棒状

の鉄製品である。
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第68図 その他出土鉄関連漬物

(註1)諏訪西土取場遺跡では奈良期の土坑や包含題中から鍛冶関連遺物が100点近く出土している。

米子市教育文化事業団埋蔵文化財調査室2005r諏訪西土取場遺跡 現地説明会資料J

(註 2)遺構や遺物の認識については現段階のものであり、今後の整理を待って改めて評価する必要がある。



第 5主主 鉄関連遺物の誠査
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各遺跡の概要第 2節

鉄関連遺物観察表(1 ) 

η
、uoo 

考智儲メ/jJレ皮

第 9表

1.5 10.48 

0.6 

2.5 

3.9 I 2.85 I 1.85 

4.1 I 1.05 

5.2 I 1.65 

3.6 I 2.95 I 1.8 

3.0 I 2.45 I 1.55 

2.0 

4.1 

2.0 

0.7 

0.5 

2.6 

1.0 

0.9 

2.0 

2.45 I 1.35 I 1.6 

4.95 I 3.15 I 1.9 

3宮5I 3.05 I 2.6 

!.l 

1.3 

7.3 

4.4 

2.7 

3.3 

。7

14.8 I 1.3 

10.6 I 4.0 

13.3 I 1.0 

3.0 

1.0 

7.65 I 4.6 

鉄製品(豪雪道品)I 9.7 

境影鍛冶浮(小)I 6.2 

7.0 

3.5 

4.1 

5.1 

3.5 

3.2 

7.8 

4.1 

3.5 

語122iZZ|出量号機

A!K A2 
22 I 

澄状漆構

IA!K C4 
16 I 

ISD4 

9T4 

A!K C4 
16 I 

SD4 

22 

22 

67 

22 

22 

37 

17 

16 

18 

19 

20 

34 

21 

22 

23 

25 

24 

28 

29 

27 

37 

39 

38 

40 

36 

42 

2 

3 

F10 

F14 

F2 

F3 

Fll 

F12 

F13 

F4 

F5 

F15 

F16 

F17 

F18 

F19 

Fl 

F6 

F8 

F9 

F20 

F21 

F22 

F23 

遺跡名

長
者
屋
敷
澄
毅

坂
長
下
屋
数
遺
蘇

荒
神
上
遺
跡



第 5章鉄関連造物の調査

第10表鉄関連遺物観察表(2 ) 

遺跡名
透物 構成 5車販 出土遺構

遼鞠名
針Z君愛(cm) 議室量 磁理費

メイ~JレFl 繍 考
番号 番号 番号 民警位 長さ 怒 日事さ (g) 度

職構E草地場状区遺 右下手僚の綾部がやや綴色の強い粘土質溶解物被片。 8苦手i方が黒色ガラス愛iこ浮化して、表扇
F24 4 67 

(議室冶系)
2.4 1.95 1.85 4主 1 なし

には木炭疫が主主る@鍛冶羽ロの先端部の溶解物か。

F25 5 67 章簿箆義地務状震透 鍛冶浮(告;鉄) 2.5 1.75 1.4 4 2 鋭化{ム) ;i;:iJl.1J藍…iニに灰ァ色iiiiliii片一に近-い。- Z片部分的にガラス化しており、吉量生部はごく小範随。鍛冶

西地IR
銭形鍛冶;宰 童書化(ム)I化室長部主体となのる椀。形鍛冶淳と捻Z宣される領体のき壁面鼓片。外照吉宮I土産量化土砂で、内部は念体が鉄童書F26 9 67 議主量状澄 3.7 1.15 2 2 

構
(援小・古鉄} 構成時"8とはE封筒体ながら類似品か。

密封車区 逆じ字状の竿由形を持つ鍛冶鉄塊系遺物e上手側のま岩部にd、破箇がある以外は完形か。表箇
F27 7 67 車量主墨1伏選 露章治鉄塊系遺物 3.55 3.1 2.05 29 5 には淳書官が残るが、中核部l立会体に鉄蔀:となる。者受萄iこは蒸鋳の喜善みと小さな放射寄れが始

f再 まっているe

草襟函草地場状区追量 銭形鍛冶浮
摩いE量化土砂iこ図まれた擦小の線形鍛治浮。中核部は量生部で、綴冶鉄塊系遺物lこ近い。外j司

67 
{怒小・吉章受)

3.9 3.7 2.65 52 5 M(@) 郊の童書イちが進み、酸化土砂部分が分解しつつある巴西地区事連携状選者警の鉄総i事選物i士、 9点の

いずれもが鍛冶炉を用いた鍛錬鍛冶の明務なセットを為す。

下函さ主体と側面の一部が磁函となった粘土号室溶解物破片a 上iiiiは全体に波状で、議んだ部分

1.3 2.2 0.5 6 1 なし にi土木炭痕が残されている。ガラス質j宰主体で、 E護衛iこi土1E路岩質の石片を巻き込んでいる。金

床石の破片の可能性がある。鍛冶炉の}]JJロ腐りの炉星章表iiii破片か。

荒
衿 品)

童書化(6)
足部の先端が欠落した中裂の釘。残留日立方演の頭折れ釘状で、定書1に向かい弧状lこ折れ酪

上 F30 10 68 lii柱穴 釘
7.1 1.0 1.3 20 4 

がっている。釘全体の作りや累鋳の状況から古代以降のやや新しいものかと捻定できる。
通量

悪事
東地主主 鉄製品(鍛造品} 中間部分に簿板状の憲章化した金属部分を斜めに主主すつり手金具。頭部に!向かい広が廿をもち、

F31 11 68 土坑 刀装鈴(つり手金 4.0 1.3 0.4 6 3 童書化(ム) その中央部に経穴が残されている。定都は左右方向iこ1.7唖程の長さで延びる小さな丸棒状。童書
2号トレンチ 兵) 化が主臨んでお哲表簡の重量化土砂もやや多い。古代の宮人も所持するi/!:刀の装具とみられる。

東地区
何らかの工兵の議片か。体部は方柱状で、径l土日咽強。足先生語審者側に向かい繍くなっている。外

F32 12 68 土坑 鉄製品(鍛造品) 3.9 1.0 0.9 6 4 鋭化(ム)
留の2滋にまたがって、薄紙が少なくとも3震に脅かれている。雲監畜には緑い繰で漢字らしき文字

2号トレンチ
が2字書室認、される(0広ワ)。累量脅がJ3.i'Lち、古代というよ9は、近・現代の可能性が滋いが、特殊

な資料の為、取り上げている。

商地区
長方形の飯田形をもっへフ状の鉄製品e産量化土砂がこぶ状に発遼して、不明点も多い。透過X

F33 15 68 援穴住居
鉄製品(議室造品}

8.1 1.5 1.0 42 4 鋭化(ム)
隷像では憂さ8cm、去を大事基1.15cmの量生部がきれいに示されているe鍛造は丁寧で先端部組lJ(上手

外i捧
ヤリガンナ? 側li立仕上がりが良い。一応、ヤリガンナワとしているが、主主総{閣は平壌に成形されてお明、へラ状

鉄製品とすべき泊もしれない。

E草地区 鉄製品(鍛造品)
左右の望者部が稜田となった、角棒状の不明鉄製品被片e酸化土砂が墜く、不明点もやや多い。

F34 l 角棒状不明品 3.9 1.0 0.7 B 3 鋭化{ム)
中間部分で90。露骨iiii方向が変えられており、被萄からみると、右半分が何らかの工兵の刃額で

(鰐具}
左半分が{体部または、芸部と推定される。外緩的には長室真縁者襲ながら、透過X，線像ではそうはみ

えないe

続形鍛冶浮
2岨強のuj:みをもっノj、裂の機影鍛冶浮の側部破片。上下函と右側部が生き、左側部が大被亙と

F35 1 
{小・古量生)

4.0 2.8 2.0 39 4 童書化(ム) なる。浮の密度は滋く、やや比震が高い。下還には、短勃方向に向かう筋状の窪みを残す。古室主
外潜 部はやや下手よりの中核部。

大 同古
中裂の椀形鍛治浮の中核部から縦書音波片。走破函i立右側部と下手{躍。下面の中央部が短絡方

F36 43 5.7 5.0 3.3 143 5 童書化(ム) f会]に向かい棒状に突出してお型、磁器も強いため鍛冶具の先機または、鍛冶処務途上の鉄製品
量生 を巻き込んだものか。気干しも数多い。古鉄都は浮上匿容。iこ確認される。
百奇

主E
i童 古代包含 鉄製品(鍛造品)

長形の陸号室五彩をもっ釘または、棒状の鉄製品破片。買軍部l立生きている可能性があり、側部側は

y# F37 44 69 
完雪 釘。 8.3 0.9 0.7 15 6 M(@) 致運吉となっているe鍛造擦が甘く、不規烈にひび童話れが生じており、やや新しい待黙の製品の苛

能性もある。刃部等は現状では縫認できない。

古代包含 告書形綴冶淳
中裂の椀形鍛冶浮の半欠品。お鋭部のみが破盃で、上面左上手には炉墜土出来の粘土震の浮

F38 45 70 
層 (中・含鉄)

8.7 5.15 2.85 154 3 鋭化(ム} が付馨している@草署部全体が突出し、お半分の下扇がきれいな銭形をなす。上高には1咽大の木

炭疫があ号、下喜怒土粉炭壌に覆われている。含鉄部i土小範題。

上田に羽口先由来の粘土号室の浮が残されている極小の椀形鍛冶i宰。上面全体が破萄で、胸部

F39 46 70 
古代包吉

3.3 2.45 1.85 17 2 なし
以下が生きている。さらに大きな椀形鍛冶浮の下霞lこ突出したi宰部の可能性有り。下宿は付着

忍 物が祭く、きれいな浮の自然蔚が露出しているa 浮交はやや密度が低く、中核部に小範留の含

鉄部があるものと幾定される。

小塊状の会鉄の鍛冶浮。 Iまlま完形で、しっかりとした被掴は認められない。表回iこは部分的lこ鋒

F40 3.3 1.8 0.9 1日 3 童書化(ム) 務れがあ号、黒鏑の惨みや放射叡れが生じている。上商の磁器が強く、鍛冶繁材の遊書室片か。権
成No.5(47)よりはj宰部が広い。

古代包含 椀形議室治浮
E喜平な援4、の線形露幸治滞。短絡器!Jの端部が毅濁で、それ以外l土生きている。上海はゆるやかな

F41 47 70 
尾喜 (撞!/J、・古鉄) 4.6 3.25 1.1 27 3 童書化{ム) 丸事長を持った平坦iiiiで、短勃方向iこのびる浅い怒状となる。含室生部l土中核軍Hこ広く分散する。気

孔がやや多く、被醤はやや鉄誘化物様。

古代包含
そら支状の外援を持つ鍛冶鉄塊系遺物a 完形品で外j奇書1には酸化土砂が取り巻く。磁務i土強い

F42 49 7由
主審

議室t主義主捻遺物 2.75 M(@) が、室主化もt臨んでいる可能性が高い。やや丸事告を持ってお号、すでにl@l以上の綴f古処理がなさ

れた小鉄塊か。

緩古代包含 鉄製品(鍛造量品}
両隣の万子被片。刃部の中央部で2つに寄lれており、議の先端部も欠落する。刃部iま使い込ま

大 F43 50 70 9.2 1.4 0.5 13 3 誘化(ム} れて先縁部が総くなる。茎蔀11ま強い力が加わったものか、弧状iこ曲がる。鋭化は刃部織が激し
E設 万子 し、。
塁率

左右の倒部が欠落した刀子様の鉄製品破片。万子とすれば、刃部がまだ広めの部位で、切先f民i/ 古代包吉 鉄製品(鍛造品)
谷 F44 51 70 

島喜 刀子。
3.5 1.5 0.4 9 3 鋭化{ム) とは考えにくい。なお、構成No.6(48)とは別f冨体。表面には酸化土砂が尽く、一部、鋳膨れも生じ

Z置
ている。

島幸 3片iこ劉れている総身の鉄製品。先域部も欠落する。総身の工具または畿と推定されるが、刃部

古溺代匁宮
鉄製品{鍛造品)

{閣のつくりからみれば稿者の可能性が声高い@ヤヲガンナのー認、あるいは盤状のものか。先端部
F45 52 70 ヤジガンナ。 9.8 1.0 0.7 18 3 童書化(ム)

(四方関)
の反り上がりはやや念激で、二次的な可能性が高い@工系とすれば茎部が1.2咽穫しかなく、か
なり短い印象を受ける@

片。構成No.8(50) の先立露部とよく似ているが、接合はせず。 ~IJ億

F46 53 70 
古代包含 鉄製品(鍛造品}

4.7 0.6 0.4 6 3 
手燃は方形の滋函が童書出しているが、実際よ明治、錆務れのた

層 ヤリガンナ? 童書化(ム) め膨らんでおり、本来はもう少し勝平な可能性がある。但し、本遺罪事からはよく似た鉄製品が2点
出土していることになる。

手間、長干の三角形をした縁状の鉄製品。筒方の綾部が念霊堂に掠り治げられている。製品自体

古代包含 鉄製品{鍛造品)
l主主撃の体部から先端部にかけてと推定される。右{閣の折り曲げ方が斜め直線状で、一見、古境

F47 54 70 
尾署 銭(古量生)

7.9 3.2 0.28 37 4 童書化{ム) 待代前後の妻撃を4習わせるが、透i墨X綴像ではこの部分が2.5cm程内側にのびており、刃都先擦の

形状から見ても、異なる形態の畿と判断される。筒ま識が内iWJに折り曲げられているのは、数量生の

ためか。

古代包含 鉄製品(鍛造品)
一見、頭部擦の膨らみをもっ親身の棒状不明品。膨らみの部分は鋳膨れで、透過X線像は先端

F48 55 70 
尾署 棒状不暁

2.9 0.4 0.4 2 3 誘化(ム} 部に向かいlill状となっている。端部の商{叫とも磁街。 ノト釘の可能性もあるが、茨状では不務。核

断面形は方形。

F49 56 70 古議代包含 鉄製品(銭湯品}
4.2 0.7 0.5 7 3 童書化(ム}

酸化土砂に密まれ、全体が大きくなってしまっている棒状不明品。透過X線像では南端部が欠落
棒状不明 した棒状に見える。主費節萄形i立方形となるロ特定の鉄製品名は判断できない。
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